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竹富方言の基礎語葉

加治工真市

本分野の方言資料は、すべて河上親雄氏(大正 3年 1月2日生)のご教示によるもの

である。河上氏は竹富方言の保存に深い関心を寄せられ、長時間にわたる録音調査に献

身的にご協力いただいた。深く感謝申し上げるとともに、可能な限り正確に記録してご

恩に報いたい。

一一分野(8 )民俗一一

['?a:寸rafimutfi](名)小豆を煮て臼で潰し、黒糖を加え、蒸しあげて

作った菓子。美味であった。

「ア一寸ラシムチ

['?ai'nottakaikaI]] (名)東部落の会館。集会場。

[?a' nina:] (名)花嫁。新嫁。

[?ai nina: 'joil (名)結婚祝。

ヤ「モ「ーリャナードウ

「アイ寸ノッタカイカン

ア「ニナー

ア「ニナー「ヨイ

アッ「トウーア「ニナ一寸ヨイヌ「キュー寸ヤヤー

?a' nina: 'joinu ?at'tu:l (今日は、山盛家に結婚祝い['kju: 'jaj~: jai mo ':rjana:du 

があるそうだ)。 ノ、「リッ「タラードゥア「リッ「ティヨイヌア「ニ寸ナー

hai rit 'tara:] (結婚祝いがあって、そこヘ行ったのでし?a'口t'tidu[?a' ni寸na:joinu

'kut 'ta' ru:] fitti 「クッ「夕「ルー[?aini寸na:Jol

(結婚祝いをして来たよ)

「アンガー ['?aI]gar]， [i?aI]gamar] (名)r姉ごたちjの義か。

ンッアイア「ニ「ナーヨイょう)。

「ジシ寸トゥー[，d3ifi寸tu:](地謡)を揃え、踊り子が「ホーガキ['ho:gaki](頬被り)

て三味線に合わせて踊り、家々を回って先祖霊を慰める舞踊隊。「ニンブチャ-

[， nimbutfa:] (念仏歌)を三昧線で弾くと踊り方が円座になって座し、曲目を地謡に

リクエストしてE面る。

し

['?am寸mu'tfi](名)飽餅。主に小豆飴(小豆を煮てつぶし、黒糖を混ぜ

て作った飽)を入れた餅。ゴマ簡も入れて作った。

[?i' fi] (名)息。太陽の熱気。暑気。光線。

ティ「ダ寸ヌ

「アン「ム「チ

イ「シつ

「カイ寸リヤー

[ti' da 'nu ?ifinu ihe:ridu寸?urija:sudaina:ju 'kairi寸ja:](太陽の熱気が射し込んでい

るから簾を掛けなさ p)。入り日を防ぐために簾をかけて熱気が射し込まないように

唱

ipo 

ス「ダイ寸ナーユウリヤー「ヘーリドゥ寸イシヌ



した。

イ「シウス [?ir Jiusu] (名)石臼。石で、作った磁臼。

イ「シウスティドゥ アン「ズナッティヤー[?irJiusu tidu ?an 'dzunattijd:] (石臼とい

うよ)。餅を作ったり、 豆腐を作ったりする際に用いる石製の臼。

イ「チ寸・ナン「カ [?irtJi'-naIJrka] (名)五七日忌。人が死亡して後、第五週目の命日

にとり行なわれる法事。

イ「ナ寸ボ [?ir na寸bo](名)木の下に立つといわれる背の高い精霊。木の精。化け物の

一種。

「マ-，マーナー イ「ナボヌドゥ寸 夕「チトゥー[rma♂ma:na:?ir nabo:nudu' tartJitu:] 

(どこそこに イナボが立っそうだ)。夜に使いに出されると、イナボが怖いので大声

で歌を歌って行ったという。

イ「ぺ [?ir pe] (名)位牌。イ「ブエ[?irφe]ともt)う。

イ「ペーユ ティー「 ウシャー「シー[?irpe:ju: ti: ?uJa:r Ji:] (位牌に子を合わせなさ

t ))。イ「ペーイ ティー「 ウシャーシヤー[?irpe:l ti♂?uJa:Jija:] (位牌に合掌しな

さp)

「イン寸ノッタカイカン [r?in 'nottakaikaIJ] (名)西部落の会館、集会場。

ウ「ガ寸ン [?ur ga '1)] (動)拝む。神仏を拝む。礼拝する。

ウ「ヤ寸ヒトゥヌ 「マイ「ナー 「コー タイ「ヒティー ウ「ガ寸ン「ヤ寸ー[?urja寸citunu 

rm旬、a:rko: tai寸citi: ?ur ga'J1 r ja ':] (先祖の前に香を焚いて拝みなさ t)) 0 rニン寸ガ

イ ヒキ「リー[rniIJ 'gai ci kir ri] (祈願しなさい。願いっけなさ t))。カ「ミ寸ザー「ナ

ー「イ 「ニン「ガイ ヒキ「リ [karmi'dza: r na: 'i r niIJ 'gai ci kiri] (神座〈床の間〉に

祈願しなさ t))。

ウッ「カ寸パシャ [?ukrka寸baJa] (名)糸芭蕉の上皮で最も粗悪な繊維のとれる部分。

これを利用して凧揚げ用の細糸(こより、細い縄)を作った。赤い色をしている部

分。ピついユル[pirru 'j uru] (凧揚げ糸、細縄)を作る繊維。

「ウ寸ン [r?u 'IJ] (名) うん(運)。

「ウンヌ ジョ一寸トル シトウ「チョーッ「ター[r?unnud30:寸toruI!tu rtJo:t'ta:] (運

のいい人だった)0rアン1ジ 「ウンヌ カイ 1サル シトゥッティン 「アッ 1サー

[r?an 'd3i r?unnu kai'saru I! tutil) ?as 'sa:] (そんなに運のきれいな人〈強運な人〉

とてもいるものだ)。

「ウン「ケー [r?uザke:](名)盆の第一日、精霊迎えの目 。先祖の霊を迎える日。

「トゥン寸ドゥンチー[rtuぜduntJi:](門、入口)で、藁を束ねて燃やす。ウ「ヤ寸シトゥ

ヌ ミ「チェー[?urja'JitunumitJe:] (先祖霊の通る道)を門から座敷の前まで白砂で

作って、ウ「ヤ「シトゥヌ 「オー「ル ミ「チー[?urja寸I!tunu r?o♂ru mirtJi:] (先祖

つUF
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のいらっしゃる道)といった。先祖を迎えた夜は、「コーズーシー[rko:dzu:fi:](堅い

雑炊)を供えた。

「オン [r?OIJ] (名)お獄。「おがみjの転読したものか。普通は「お願jと言っている

という。各お識には氏子がいて祭加の準備、女神たちの補佐をしたりする。

「オン寸ビ [r?om'bi] (名)各御獄の氏子。「お願べ〈人)Jの義か。各御獄には、それ

ぞれのオンビがいて、豊年祭のときに部落の役職人(公民館員や神女、司たち)が各

御獄を回って礼拝するが、その人達をオンビが接待した。

バ「ナ一寸ヤ ノザナックヌ オン寸ビーデン ナッ「テイ「ヤー[barna:寸ja har nakkunu 

?om寸bi:den natrti'jd:] (私は破名城御獄の氏子になっている)0 rワーヤ マ「ヌ 「オ

寸ンビーリヤ_[rwa:ja ma'nu r?om'bi:rija:] (君はどこの氏子か)。

「力一寸スン [rka: 'SUIJ] (動)乾かす。温める。

「カ一寸ス「ナ[rka:'sur na] (乾かすな。温めるな)0 rバン寸ダヤー 「カ一寸サ「ヌー

[rban寸daja: rka:'sarnu:] (私は温めなt))、「パン寸ダヤー 「カー「シタダー「ルー

[rban'daja: rka:'fitada:rru:] (私は温めたt))、「ノ、ィ寸サー 「カ一寸シヤー[rhai'sa:

rka:リija:](早く温めなさい)、「ワー カ_，サンー りすン寸ダヤー 「カーサ1ヌドゥ

ラー[rwa:ka:'sam: rban'daja: rka:'sanudu rra:] (君は温めても私は温めないよ)。

「カーチバイ [rka:tfibai] (名)夏至の頃に吹く風。南の風が強く吹く。

「カーヌピー [rka:nupi:] (名)ぼうぎれや古着を裂いて絢った縄につけた火。「皮の火J

の義か。新生児のミ「チ「ンザシ[mirtfi'ndzafi](道出し。初めて外出し、親戚の先祖

を拝ませる儀式)の日に用いる祭具。「カ_，ヌ「ピー ヒキー[rka:寸nurpi: ci ki:] (カ

ーヌピーをつけなさい。ぼろ切れ縄の火をつけなさ t))。単独で、「カー「ヌ「ピー

[rka:'nurpi:]と発音されることもあるが、おそらく二語意識の反映したものであろ

つ。

「力一寸ラシ「アイ [rka:寸rafirai] (名)r繋らせ喧嘩」の義。凧揚げ喧l嘩。凧揚げ遊びの

一種。

子供達が組を作って凧揚げ喧嘩をして遊んだ。糸の長い凧が喧嘩に強いので、友人同

士で凧糸を貸しあって凧揚げ喧嘩をした。走りながら相手の凧に迫り、相手の凧の尾

を自分の凧の糸に引っ掛けて落した。

カ「ナッ [kar na?] (名)かんな(鈎)。カ「ナ[karna]とも。

カ「ナ寸ヒキ シレー[karna 'ci ki fire:] (鈎をかけなさ Lサ。カ「ナッ「キ シレー

[kar nak 'ki fire:] (鈎かけをしなさい。鈎引きをしなさ t))ともいう。

「カン寸ガン・ム「チ [rkaIJ寸gam-murtfi](名)鏡餅。

正月に床の神の前に供える飾りの餅。三段重ねの餅の上に密柑を重せ、嘉例吉のシン

ボノレとした。

つdpo 



「カン寸ヌ・グ「シ [ikan 'nu-gui fi] (連)神の御酒。

「カン寸ヌ・グ「シ「 カミ「リー[ikan'nu-gui fi寸 kamii ri:1 0 (神の御酒をいただきなさ

「ガ寸ン [iga寸り](名)禽。死者の棺を入れて運ぶもの。

「キー「ウ「スー [iku 'ui su:] (名)木臼。松の大木の幹を用いて作った臼。籾摺り用の

臼と精米用の掃き臼があった。ッ「シャイ寸ウ「スー[fifai'ui su:] (精げ臼)は掃き臼で

ある。

キ「ザ寸ル [kii dza寸ru] (名)祭。祭杷。年中行事。神事。キ「ザ寸ルで最大のものは「種

取祭jである。願立てから終りまでの期間が10日間もあるという。ッ「カ寸サー

[tst).ika寸sa:] (司。神女)たちが10日間お議参りをして祈願する。部落の人が動き出

すのはトウ「ルッキ[tuirukki]の日からである。昔は、 トウ「ルッキの日は島から船を

出しでもいけないし、また、外部に出てもいけないというきまりがあったたという。

キ「チガン [ki i t figaIJ] (名)結願祭。旧暦 8月4日から 5日にわたって行なわれる祭

記。キ「チ寸ガンマツリ [kjitfi'gamatsuri] (結願祭)ともいう。 [ikju:'jak(tfigannu' 

maitsuriju] (今日は結願祭です。)イ「チネンジュー ズーッ寸トゥ 「ニン寸ガイ「オー

ツ寸タルー ノVジ寸リドゥ ナ「リ寸ル「ユー「 キ「ツガンッティーノー[?iitfinend3u:

dzu:t寸tu i nilJ 'gai i?O:t 'taru: hai d3i'ridu nai ri'ru i ju: ki itsugantino:] (一年中、

ず、っと祈願してこられたことの願ほどきになっています。結願祭というのは。)。豊年

感謝の祈願。「セイノーオタケ[ifeino:?otake] (氏子のいないお獄。学校の側にある)

部落全体で支えている。「マイ寸ノー「オン[imai'no:i?olJ]ともいう。「マイ寸ヌ「オンナ

ーイ寸ドゥ キ「ツガンヌ ニン寸ガイヤー 「シッティー寸 ビ「ロ-')、ラヤーッター

ブ「ドゥイキヨンギンヌ「 ア「リー「ドゥリ「ユー(マイヌオンで結願祭の祈願をして、

午後からは踊り狂言の奉納がありますよ)。昔は部落持ち回わりで行われた。六名の

ツ「カ寸サ[ts¥(ka'sa] (司)がいらっしゃったが今は三名しかおられない。

「キン寸コージ [ikiぜko:dzi](名)金麹。米や麦などを蒸して鐘などに広げ、麹菌を繁

殖させたもの。醤油や味噌を作る際に用いる。酒を作る際には黒麹を作って使用した

とt)う。

「クイ寸ナーッキー [ikui'na:kki:l (名)結納。「妻乞pJの義。

「キュ-，ヤーヤ 「クイ「ナーッキー[ikjm寸ja:jg ikui'na:kki:] (今日は結納「妻乞いj

だ)0 iキュー寸ヤーヤ ノす「ナ寸ー ジ「ナンヌ 「クイ寸ナーッキティドゥ 「アイ寸ラー

[ikjm寸ja:jgbai na ': d3ii nannu kui'na:kkitidu i?ai寸ra:] (今日は私の二男の結納であ

ります)

グ「シ [gui fi] (名)酒。「御酒jの義か。神仏の前に供える酒のこと。グ「シ1 カザレ

ー[guifi' kadzare:] (お酒を供えなさいLiカン寸ヌ グシ カミ「リ [ikan'nu gufi 
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kamirri] (神の御酒をおしいただきなさ~'¥) 

ク「マ寸ーリャオン [kur ma ':rjaoIJ] (名)細原御獄。「パン寸ダーヤー ク「マ寸ーリャオ

ンヌ 「オン寸ビーッシェー[rban'da:ja kur ma ':rjaonnu r?om寸bi:ffe:l(私たちは細原

御獄の氏子です)。

ク「マ「イ [kurma寸I](名)緑豆。緑色をした、小粒の豆。 もやしの原料として利用さ

れた。「細豆Jの義か。

ク「口寸コージ [kur ro 'ko:d3i] (名)黒麹。酒を造る際に用いる麹。酒の醸造に用いる

麹。

「コ- [rko:] (名)線香。沖縄線香。大和線香。

「コ一寸 タイ「ヤ「ー[rko♂tairja':] (線香をたきなさい。線香を焚いて合掌しなさ t'¥)。

「コージ [rko:d3i] (名)こうじ(麹)。

「コージユ ヌンパシヤ1ー[rko:d3ijunumbafi ja ':] (麹をたたてなさい。「麹をねかせ

よjの義)。ミ「シュ寸ヌ コージ ヌンパシダ「ル[mirfu 'nu ko:d3i numbafidar ru:] 

(味噌用の麹をたてている。(-をねかせている))。

「コー「ネー [rko:寸巾:](名)男の子。男子。

「ナ一寸マリル ブァーヤー 「コ一寸ネー マリ ドウ「ラー[rna:' mariruφa:Ja: 

rko:寸n長:maridur ra:] (今生まれる子は男児が生れているね)

「コン「トウォン [rkon'tu?oIJ] (名)南村に祭られている。 トウ「ヌ寸イムトウ

[tur nu 'imutu]神の御歳。

「ザー [r dza:] (名)種取祭当日の舞台。奉納舞踊場。当日の舞台本番のこと。

「ザ一寸ナイー イ「ザ寸サンメー マ「チ寸ガイ 「ネーヌ ジョー「トーニ ヒ「クイライ

ドゥラ「ー[rdza♂nai:?irdza'samme: martfi'gai rne:nu d30:'to:ni cirkuIraidura':] 

(舞台本番で出しでも間違いないよ。上等〈立派〉に仕組まれているよ)

「サン寸ガ「チ [r S旬、artfi](名)三月。「サンガチ「サニチ[rsaIJgatfi寸sanitfi](三月三日)、

ノfマウリ [harmauri] (浜下り)、などがある。

「サンガチ寸サニチ [r saIJgatfi'sanitfi] (名)旧暦3月3日祭。女性主体の祭り。男も女

も潮が干くと潮干狩りに出る。口碑によると、蛇の化身である男と契りを結び、懐妊

した女が、老婆の教えにより、後朝のわかれに麻糸を男の髪に刺しておいた。 翌朝そ

の糸をたどって行ったところ、岩穴に入り、男の正体が蛇であることを知った。女は、

老婆の教えにより、旧暦 3月3日に潮干狩りに出て蛇の子を流産した。以後旧暦の 3

月3日は女の祭りとなったという。

「ンーヌ「ムチ[rn:nu寸mutfi](t '¥も餅)のだんごを作って潮干狩の弁当に持参した。三

月三日祭の供物として作られた。

「サンガナ [r saIJgana] (名)芋を揺りおろす器具。「サンガナティドゥ アン寸ジ アン
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ク「ラー[，saIJganatidu ?an id3i ?aIJku' ra:] (サンガナと言うねえ)。

「サン寸ケー [， saIJ寸ke:1(名)桟敷。十五夜の網引き行事が行なわれる際に、村部の長

老たちが座して参観するために作られた。昔はマ「ミン「ドー[ma'minido:](河上家の

前の十字路の名)で作られたという。

「シーシ [， Ii:Ii] (名)すす(煤)。

フ「ル寸ヤー クーシー「シ一寸シ カビー ミ「ジ アウナーッ「タ ナ「リョーサ「レ

ーンシヱー[φu'ru ija: ku:Ii: 'Ii: iIi kabi: mi' d3i auna:t寸ta:na'rjo♂sare:nIe:] (古家を

壊して、煤やほこりをかぶって、水を浴びないと、いけないようだ)、フワνヤー

クースッター 「シ一寸シ カビー ミ「ジ アイーナードウ寸 ナ「リョー「サワレー

[<tu' ru寸ja:ku:sutta: 'Iuリikabi: mi' d3i ?alma:du寸na'rjo: isa' ru: i] (古家をとり壊し

たので煤やほこりをかぶり、水浴びした方がよさそうだ)

「ジー「キヨンギン [， d3i:寸kjOIJgiIJ](名)結願祭に演じられる狂言。「例の狂言Jの意。

長老が出てきて、各部落の有志を呼び集めて結願祭に出かけるという内容。狂言は、

この場面から始まる。これをシ「バ「ンUi'baiIJ] (始番の義か)という。次に必ずイモ

の祈願をして狂言に移る。この祈願を「ノ、ンツメ ['hantsume]の願いとい、その後ハン

ツメの狂言をする。狂言の内容は、ほて次の通り。部落の公民館長の娘が、今日は、

二、 三日したら結願祭が来るから、さあイモ掘りに行こうと誘う 。歌をうたいながら

イモ掘りをする風景があって、次に西部落の長老の息子が掘り出した芋(イモ)を担

ぎに来る。担ごうとすると尻を押したりして性的な「かまけわざ(感けわざ)Jをし

て人々の笑いを誘う。そのようにして芋をたくさん担いで、「アーフ ['?a:φu] (番)

に乗せて担ぎ、 喜び勇んで歌をうたいながら幕の内に入ってt'¥く。歌の意味は、男と

女の関係を、性描写をリアルに表現しているという 。

「ジ一寸ジョーン [， d3i:寸d30:IJ](名)屋敷内に石を立てて杷った神様。「土地の神jと

いう。今ではあまり見られない。「地蔵jの転読したものであろう。国吉宅の十字路

の角に「ジ一寸ジョーンが柁られている。

「コー「ナー 「ジー「ジョーンヌ アッ「チョー['ko:ina:'d3uid3omnu ?at'tIo:1 (ここ

に地蔵様があるよ)

「シーブ [， Ii:bu] (名)歳暮。中元。昔は自分で、作った大根やお米、いも類を親戚、縁

者の家に贈ったりした。「ション寸ガチヌ 「シーブユー[，IOIJ寸gatIinu'Ii:buju:] (正月

の歳暮でございます)といって歳末の贈物をしたり、中元の贈物をした。ク「レー

メ寸ーヤタンティン 「ション寸ガチヌ 「シーブ寸ティドゥ ム「チ寸ゲッタケンナー ウ

「キ寸トゥリ「オーリッ寸ティ マ「ター イー「 ションガチ 「ショー寸ラナー「ラ ー

[ku're: m♂:jatantiIJ 'IoIJ寸gatIinu'Ii:buitidu mu'tIiigettaken na: ?u'kiituri 

'?o:rit iti: ma'ta: ?i: i IOIJgatIi 'Io♂rana:' ra:] (これは、少しですが正月用の歳暮
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として持参しましたので、ご受納下さいまして、また、いい正月を共にお迎えしまし

ょう)と言L功当わした。

シ「チ [IiitJi] (名)節祭。旧暦七一九月に行われる豊作祈願祭。後生の正月ともいわ

れる。シ「チ寸ミッカU(tJi'mikka](節三日)は忌み嫌って畑作業に出なかった。

シ「チ「ミッカ [Ji i tfi'mikka] (名)節三日の日は忌み嫌って畑に出なかった。「ション寸

ガチミッカ[iJ01) 'gatJimikka] (正月三 日)も同様に畑仕事に出なかった。今の若者は

それを知らない。昔は、「ション寸ガチミッカサーニドウ ノVテ一寸ン シーツティド

ウ 「トーリッ「夕「トゥー[iJ01) 'gatJimikkasa:nidu he;(te♂1) Ji:ttidu ito:rit'taitu:] 

(正月三日に畑仕事をして倒れたそうな)といわれたという。

シ「バ寸ン [Jiiba '1)] (名)r始番jの義か。

「ジー「キヨンギン[id3i:寸kj01) gi1)] (例の狂言)の狂言始めの意。長老が現われて、各部

落の有志を集め、結願祭に出かけることを述べ、狂言を展開させる部分。

ジ「ル [d3ii ru] (名)地炉。お産の時に作った。

ジ「ル「ユー ブ「クリ「ティー 「アイ寸ター 「ミ寸ドーヌー 「ブァー ナシェー「ル ア

トゥユー ク「シナカ_，スツタノレー ス「リカ一寸スッタルー 「シリヤ寸ー[d3iiru寸JU

<tikuri寸ti:i?ai'ta: i mi'do:nu iφa: naJe:'ru ?atuju: k¥(Jinaka:' suttaru: suirika:寸

suttaru i Jirija ':] (地炉を作って産婦が子を産んだ後、背中を乾かしたり、お尻を乾

かしたりしなさい。火をあてて温めることをいう)0 *ク「シ寸ナ_kl}i Ji寸na: (背中)

*ス「リ suiri (お尻) *iカ一寸スンika:'su1) (乾かす)

「ジューゴヤ [iju:goja] (名)iジュン寸クゃヤ[id3U1)寸guja]とも。旧暦 8月15日に行われ

る十五夜祭。各部落の旗頭(東部落は太陽を形取 ったもの。ティ「ダ「カチラ

[tii da 'katJira] (太陽旗頭〉、西部落は「克竜」を形取ったもの。「リュ一寸カチラ

[irju♂katJira] (冗竜旗頭))をマ「ミン寸ドー[maimin 'do:] (十字路の名)に集めて

いたが、今は学校に集まり、東と西に分かれて網引きが行われている。そこで十五夜

のグ「シ[guiJi] (御酒、神酒)をカ「ミ「ル[kaimi'ru] (t '¥ただく)という。旗頭をそこ

から東部落ヘ運び、さらに仲筋部落ヘ行き、西部落へ帰ってきて旗頭を片付け、各支

会に分かれて観月会をした。 f中筋部落の旗頭は鯉を象ったものである。二匹の鯉が踊

っている形をデザイン化したもの。立身出世を祈願するものという。

「ジュー「ルックニチ [id3U♂rukkunitJi] (名)旧暦の 1月16日祭。お墓で先祖の正月を

祝う祭。「先祖の正月jといって、 慕で一族が集まり、御馳走を供え、歌、三味線で

ネ兄った。

「キュー寸ヤ ウ「ヤ寸ヒトゥヌ 「ション「ガチッティ アヒティー 「ジュー「ルクニチ

カザリ シー ノVカソージ寸 シナーッティドゥ ア「ロー[ikju:寸ja?ui ja 'ci tu nu 

i J 01) 'gatJitti ?aci ti: i d3U♂rukunitJikadzari Ji: haika 'so:d3i Jina:ttidu ?ai ro:] (今日
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は、先祖の正月といって、十六日飾りをして、墓掃除をしにといって行くところだ)

「ジュン1グヤヌ・ム「チャー [， d3UI] 'gujanu-mu'tJail (連)十五夜の餅。俵の形に成形

して蒸したものに煮た小豆を表面にまぶして作った餅。

シ「キ寸ヌ マイッ「夕寸ナー フ「カン「ギトウ 「ジュン寸グヤヌ・ムチトゥヤー カ「ザ

リティー ジュン「グヤヌ ニン「ガイ「 シレー[Ji'ki寸numait'ta'na:φl，(kaI] 'gitu 

'd3UI] 'gujanu-mutJituja: ka' dzariti: 'd3UI]寸gujanuniI]' gai' Jire:] (お月様の前にフカ

ンギと十五夜餅とを供えて、十五夜の祈願をしなさ~))。ッテイ 「アン寸 ジョーッ

タ チョー「ラー[tti: '?an寸d30:ttatJ0:' ra:] (-と、おっしゃっておられたそうな)。

シヨツ「コ [Jok'ko] (名)i焼香jの義。法事。仏前で香をたいて成仏を祈願する法事。

四十九日忌は、「フー「ショッ「コ[，φu:'Jok'ko] (大きな焼香、大法事)となる。ショ

ツ「コ[Jo:k'ko](法事)は三十三年忌までとり行う。

「ショーロー ['Jo!fod (名)お盆祭。「精霊jの義。「ショー「ローヒキ[，Jo♂ro:ci ki] 

(精霊丹、旧暦 7月13日、 14日、 15日)。精霊月には祝いごとは一切行わない。

「ショー寸ローヒキーヌ キードゥ ウリーヤ-['Jo:寸ro:ciki:nuki:du ?uri:ja-] (精霊

月がきているので-)

シ「ラ寸ヨイ [Ji' ra寸joi](名)生後 7日目に行なう満産祝い。「産屋祝jの義。 産婦と新

生児が産屋(産室)から出て、ミ「チ「ンザン[mi'tJi'ndzaJi]をした。「マン「サン

[， man 'saI]] (満産)とも~)う。

「シンジュ寸クー [， Jind3u 'ku:] (名)四十九日忌。人が死亡して後、第七週目の命日

(四十九日)にとり行なわれる法事。

ス「ズルッタ寸ムリ [su' dzuru'ta寸muri](名)ス「ズルタ[su'dzuruta]を盛ったもの。八

寸角の重箱に御馳走を盛り、長いお膳(パ「キトゥルン)に乗せ、酒一升を添えて花

嫁を貰いに行く。この時の御馳走を盛ったものをいう。これが「クイ 1ナーッキー

['kui'na:kki:] (結納)の際の供え物である。ス「ズルッタ寸ムリ シティー 「イッ寸シ

ュビンナー グ「シ寸ユー イ「リ「シティー ムッ「チ寸ノ、リドゥ 「クイ寸ナーッケー 「

シッタナッ「ティヤー'[su'dzurutta 'muri Ji ti: '?iJ'Jubinna: gu' Ji'j u: ?i' ri'Ji ti 

mut'tJi'haridu 'kui'na:kke: 'Jittanat 'tija:] (スズルッタを盛って、一升瓶に御酒を

入れて持って行って結納をしたものだよ)。

ス「ダイ「ナー [su' dai'nai] (名)簾。竹やススキで編んで軒に垂らしたり、立てかけ

たりするに用いた。夏の日光をさえぎるのに用いた。テイ「ダ寸ヌ 「ヘーリドウ寸 ゥ

リヤ ス「ダイ寸ナーユ 「カイリヤ寸ー[ti'da 'nu 'he:ridu' ?urija su' dai' na:ju 'kairija寸

:] (日光が射し込んでいるからスダレをかけなさ p)

ス「ニ寸パチ [su' ni寸batJi](名)ばち(罰)。

ス「ニ「パチ アタルン「ドー[su'ni寸batJi?atarun 'do:] (ばち〈罰〉が当たるぞ)。
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「アイ寸ル クトゥ シースニヤッター ヒ「トゥ 1ヌ ス「ニ'J'¥チ アタルン「ドー

[r?ai'ru kl}tu Ii:sunijattm cirtu 'nu sur ni'batIi ?atarunr dod (そんなことをする

と人の罰が当たるぞ)

ス「ビヒキャ[surbicikja](名)おしめ(機械)。ス「ビッキャ [surbikkja](おしめ)とも

発音する。

ス「ビ1ヒキャ ヒケ一[surbi'cjkja ci ke:] (おむつを敷きなさい〈当てなさい))。

「ナ「ーデー ス「ビ寸ヒキャー ツ「カイドゥダ寸ー ス「ビ寸ヒキャー ヒカナッター

ユ「グリドゥ ウリャ一寸 ス「ビ寸ヒキャー ッ「キドゥラ「ー[rna':de:surbi'cikja: 

krkaiduda ': surbi'ci kja: cikana: jur guridu ?urja♂ surbi'cikja: krkidura':] (今まで

おしめを使っているよ。おしめを敷かないと汚れているから、おしめを敷いているよ)

昔は古着を使っておしめを作っていた。

ス「ム「ヤッケ [surmu'jakke] (名)。シ「ムヤッケ[Iirmujakke]ともいう。今は「会館J

と言っているという。「アイ寸ノッタカイカン[r?ai'nottakaikalJ] (東の会館) orイン「

ノッタカイカン [r?in'nottakaikalJ] (西の会館)と 言 う。「ナージ寸カイカン

[r na: d3i'kaikalJ] (仲筋会館) 0 r建物Jの義という。ス「ム「ヤッケ[surmu'jakke]は、

あるいは[下屋敷J(村の別邸、集会場)の義か。

ス「ルンガニ [sur rUlJgani] (名)はりがね(針金)。

「スルンガネー [r surulJgane:] (名)針金(はりがね)0rス「ルンガ「ネー「サーンデイ「

フィリヤ寸ー[rsu寸rUlJgarne♂sa:ndirφuirija'd (針金でくくりなさ t'¥) 

「ソン「ガチ [r sOlJ寸gatIi] (名)一月。「正月」の義。これより転じて、「一月jの意に

用いる。「ソン1ガチヒキ[rSOlJ寸gatIici ki] (一月の月。「正月の月jの義)。

「ソン寸ガチ [r SOlJ 'gatIi] (名)正月。年の始め。正月には、「ナージ寸ガー[rna: d3i'ga:] 

(降り井戸)から若水を汲んできた。ミ「ジヌハチ寸ブニキー 「ヤ一寸ニンジュー ミ「

ズーヌハチサーニ ウー「ティ シーシー「リ [mird3inuhatIi'φuniki: rja♂nind3u: 

mir dzu:nuhatIisa:ni ?u:ti Ii可i:rri] (若水を汲んできて家族みんな若水で顔を洗わせな

さい。洗顔させなさ t'¥)。また正月には浜から新しい砂を運んで庭に敷きつめた。イ「

シャ一寸ハクチ[?irIa♂hakl}tIi]という、新里村(古村跡)の大きな浜の大岩のある所

から砂を取り、各家に運んだ。大晦日の日に砂運びをした。床の間、仏壇、火の神に

は鏡餅を供え、その上に密相を置いた。床の間には重箱に米を入れて五段重ねにした

ものを供えた。「マーシュ「ウサイ [rma:Iu '?usai] (塩の盛りつけ)も供えた。

戦前、竹富島に村役場があったたので、早くから新正月に統一されていた。 i日正月を

するのは、神役関係の人、農家あたりで、新、旧の正月を祝った。

タ「ク「カーラシ [tarku寸ka:raIi](名)凧の喧嘩。「凧繋らせjの義か。凧揚げ遊びの一

種。凧を繰りながら、相手の凧の尾を自分の凧のピr)いユル[pirru 'juru] (凧揚げ糸)
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に引っ掛けて落す遊び。「凧繋らせ遊びJの意。タ「ク寸カーラシショーブ シラ「ディ

「ー[ta'ku'ka:raJi J o:bu Jira' di':] (凧の喧嘩をして遊ぼうよ)

タ「ナパタ [ta' nabata] (名)七夕、棚機。 昔は民間ではあまり行なわなかったという。

旧暦の七月七日(丙寅、ひのえとら)になると、公民館の役員がミルク(弥勤)拝殿

に行き、ミルクの面を飾って、精霊月に入ったことを報告したという 。安置 された衣

裳なども取り出して飾り、一種の虫干 しをしたと t)う。昔は旧家の大山家にミルクは

安置 されていたという。

タ「ニ寸ドウル [ta' ni'duru]、夕「ナ「ドウイ [ta' na 'dui] (名)種取り祭。種取祭はトゥ「

ルツ「キ[tu'ruk 'ki]から始まる。穀物の種を蒔いて順調に発芽するよう祈願する祭杷。

粟の種は11月頃から播種し始める。島を挙げてとり行われ、「庭の芸能jと「神事芸

能Jが盛大に演じられる。第一日にパ「リ寸ビルヌ・ニガイ [ba'ri'birunu-nigai] (大蒜

の発芽祈願)があり、第二日には、「ムイムイヌ・ニガイ[，muimuinu-nigai] (もやし、

萌やしの祈願)がある。大蒜お萌やしのように発芽することを祈願する。余興は第 1

日目に行われる。 トウ「ルッ寸キから 4日目にあたる。タ「ニ「ドゥルは10日間にわたっ

て祈願される祭杷である。第 1日目の余興には、ハ「ザ、マ[ha'dzama] (今は東部落と

西部落を一緒にしてなされる狂言)があり、第 2日目は「ナージ['na:d3i] (仲筋部落

の芸能、狂言)が演 じられる。狂言は、ほとんど五穀豊穣を祈るものである 。「ホン

ジャー['hond3a:] (長者)が現われ、各種の種ものを持参し、祈願して帰る。その後

にミついク[mi'ru'ku](弥勤神)が出てくる。次に農具を整える鍛冶屋が出、鍬を担

いだ男が出て開墾、畑を耕す芸能が続く 。最後に「ユ一寸ヒキ[，ju♂ci ki] (豊穣予祝)

の芸能が演じられる。これでジーキヨンギン[，d3i:寸kjOlJgilJ] (例の狂言)は終了する。

タ「ナ1 ドゥイヌ ヨ「キ ョーヌ ジュンノすンユ寸 ツ「シャルナーラ寸。ノY ジェ寸ーヤー

「夕、、寸イ イ「チ寸ニチメーヤ ノfサ寸ーヌ ヨ「キョーヌドゥ ジュー寸イチジノtーイラ

ユ「ムチ オタ寸ケヌ 「カン寸ヌ 「マイナ一寸イ ノ、「ジャール ユー。サイ寸ショーヤ

メー 「ホン寸ジャーヌ イ「ジョーリッ「ティー 「ヌーサラ寸 ニ「ガイ「ヒキ「オー ッ寸

タ オ「カゲ寸サーニ カイ 「ホーサク シライタティ アシ「ティー 「ホーサクヌ「

ム「ヌッ寸クイユー ム「チョーリ 「ホン寸ジャーヌドウ 「ニン1ガイオール「ユー寸。ウ

「ヌ ツゲーヤ寸 ミ「ルクヌカン寸 ヌドゥ ン「ジョーリ寸シティ 「ファー「マーユ

ヒ「キスーリ一寸 ミ「ルクヌ カン寸ヌドゥ ン「ジョールユー。マタ一寸 ウ「ヌ ツゲ

ーヤ寸 カ「ジャーヌ大カ「ジャーキヨンギンヌ 「ニヒ「シティドゥ クヌー ム「ヌ ッ

寸クイ「ユ一寸 シルー ヒ「ラ寸カナパイ ツ「トゥ寸ナナッター ナ「ラ寸ヌッティー カ

「ジャーヌ寸 ン「ジョ一寸リ カ「ジャーヌ キヨン寸ギンヌドゥ ハジャール「ユ-1

カ「ジャーヌキヨン「ギンヌ ア「ト_，;、ラーヤメー バ「ガ寸サル ムヌヌ ン「ジキー

「ドウ ノザテ一寸イドウ ノY タイドゥ チャン「ティー 「ジ一寸 ナ「ラーシ寸シー ウ
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「ルイ寸ヌ 「クー「ヌドゥ マッ「ツー キヨン寸ギンドウ 「シ一寸ル「ユー。

[tai na 'duinu joikjo:nu d3UmbaJlju' fi faruna:ra'. hai d3e':ja: i da 'i ?iitfi'nitfime:ja 

haisa':nu joikjomudu d3:'itfid3iba:ira juimu tfi ?ota'kenu ikan'nu imaina:'i 

hai d3a:ruju:. sai'fo:jame: ihon寸d3a:nu ?iid3o:rit'ti: inu:sara' niigai'ciki i?o:t寸ta

?oikage 'sa:ni kai iho:saku firaitati ?afi 'ti: iho:sakunu' mui nuk 'kuiju: muitfo:ri 

hon'd3a:nudu iniIJ'gaio:ru ijU:'. ?uinu tsuge: ja miirukunukan'nudu nid3o:ri寸fiti 

「中a♂ma:juc(kisu:ri:' mii rukunu kan 'nudu ni d3o:rujU:. mata寸 ?uinutsuge:'ja 

kai d3a:nU' kai d3a:kjOIJginnu nici 'fitidu. kunu: mui nuk 'kuii ju:' firu: cii ra寸kanapai

ts¥(tu'nanatta: naira'nutti: kaid3a:nu' nid3o:寸rikaid3a:nukjoIJ寸 ginnudu

had3a:ruiju:寸.kai d3a:nukjoIJ寸ginnu?aito:寸harajame: baiga'saru mununu 

ni d3iki:寸duhaite:寸iduhaitaidu tfan寸tiid3i:寸naira:fi寸fi:?ui rui'nu iku: 'nudu 

matitsu: kjoIJ 'gindu i fi:寸ruijU:] (種取祭の余興の順番を申し上げます。最初は、第

1日目は破座間部落の余興を11時ごろから世持御獄の神前で始まるのです。最初はも

う、ホンジャ(長者)が出現されて、いろいろ祈願されたお陰で、このように豊作す

ることができた。そして豊作の産物(作物)を持参されて、長者が祈願されます。そ

の次は弥勤の神様が出現されて、子孫をたくさん引き連れて、弥勤の神様が出現され

ます。また、その次は鍛冶の、鍛冶狂言が始まります。鍛冶狂言の後からは、もう若

p者たちが出てきて、畑をきちんと地ならしして、潤いの雨がやってくるのを待つ狂

言をしております)

ダ「ビ [daibi] (名)r茶毘jの義。葬式のこと 。昔は人が死ぬと、ム「ラ寸コーデン

[mui ra 'ko:deIJ] (村で決められた香典)があ って、それを部落でまとめて出し、 葬式

をいとなんだ。棺は各自で、デイゴの木で作った板を用意 していた。それを早 く死ん

だ人に貸した。「ニンブチャー[inimbutfa:] (念仏者)がいて、代々その家の人が経

を読んで葬式をいとなんだ。

タ「ル [tai ru] (名)大豆や精米を娠いて豆腐、餅を作るのに用いる大型の桶。 直径約

55センチ、高さ約40センチの木製の桶。木板を組み、張り合わせて作られている。

「タンカヨイ [itaIJkajoi] (名)誕生祝い。生後 1年目の誕生日を祝う儀式。「タンカー

キシ寸ター 「タンカ「 カ「ミ寸シター 「ボ一寸レナリー タンカー カ「ミッタ寸シャー

[itaIJka: ikiJi寸ta:itaIJka' kai mi'Ji ta: ibo:寸renari:](誕生日が来たので、誕生日を拝

んだら元気な子になっている)。誕生祝いは、いろいろと御馳走を作って、餅も作り、

帳面と算盤と秤などを供えた。マ「ラ寸シンガン[maira 'fiIJgaIJ] (産土神)の前で祈願

をし、供物を子供の前に置いて、子供に選択させるようにする。 子供が最初に秤を取

ると商才がある子供といい、帳面を取ると、学問の道に進む才能があるといって、 親

達は子供の将来に夢を託したものである。
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チ「チ [tfiitfi] (名)節祭り。チ「チマツリ [tfiitfimatsuri] (節祭り)ともいう。旧

暦8月11日に行なわれる。ミルク神の「お面J(ご神体)を出して拝む。

ティ「ダ「カチラ [tii da 'katfira] (名)東部落のシンボルである旗頭のこと。太陽を象

ったデザインの旗頭。旧暦8月15日の十五夜の日に綱引きの行事が行なわれるが、そ

の時に担ぎ出される。昔は、東、西、南部落の旗頭がマ「ミン寸ド[maimin 'do:] (道路

の名)に集まり、「サン「ケーi[isaザke:] (桟敷)を作って部落の長老らが座し、そこ

で綱引きが行なわれた。

ティ「ラ [tii ra] (名)寺。竹富島には「喜宝院Jという寺がある。檀家組織をもたない

寺であるという。真言宗。

ツ「サーフ [Si sa:φu] (名)仕事。

シ「マ寸ヌ 「ガッ寸コユー 「ヘーグサラ ペンキョー シッティー「 ソ「ツギョー シ

ッティー ハイ寸サ ッ「サーブ， 7iク寸ヨーニ シレー [fiima寸nui gak寸koju:

ihe:gusara be1Jkjo: fitti♂ soitsugjo: fitti: hai'sa Si sa:φぜ判iku'jo:ni fire:] (島の

学校を、うんと勉強して、卒業して、早く仕事に就くようにしなさい)

ツ「サ「カイヨー [Si sa 'kaijo:] (句)下草を刈れ。

草刈りが大切。七回草を取ると立派に実る。ッ「サ寸ヤ ナ「ナ「シウトウ トウ「リ

[Si sa 'ja nai na 'fiutu tui ri] (草は七回取りなさい。除草しなさ t))。

ツ「シャイ寸ウ「スー [fi fai'ui su:] (名)r精げ臼jの義か。松の大木の幹を用いて作っ

た臼。穀物を携いて精げるのに用いる農機具。玄米を入れて堅杵や大槌で掲いて精米

するのに用いる。

ッ「シャルン [fifaru1J] (動)申し上げる。「知らすjの義か。謙譲の意をあらわす。

[知らせるjの義か。「ニン「トウ ツ「シャリレー[inin 'tu fi farire:] (年頭の挨拶を申

し上げなさい)。ッ「シャリシタ寸ー [fi farifi tジ:](申し上げた)0iワーヤ メ一寸ダ

トゥ「シ寸 ノfカサリヤー 「ノミー ッ「シャリ ウリヤー 「ワーヤ寸 ツ「シャルナー

[iwa:ja me:'da t~( fi' bakasarija: iba:f' fariurija: i wa♂ja Y faruna:] (君はまだ年若

t)から、若くしているから、君は申し上げるな)

ツ「シェ- Uife:] (名)女の子。子女。

マ「リル ファ一寸ヤー ッ「シェ_，ヌドゥ マリ「ラー [maíriruφa:'j~: fi fe♂nudu 

mariira:] (生れる子は、女児が生れるね)

ツ「夕「ティ [叶'ジti](名)醤油。「下地jの音韻変化したもの。ッ「夕寸ティヌ コージ

ヌンパシーダ「ル-[tit'a'tinu ko:d3i numbafi:dairu:] (醤油用の麹をたてである。~

を寝かせてある)。シ「夕「テイ Uiita'ti](下地。醤油)は、ッ「夕寸ティ [tit'a 'ti] (下地)

の丁寧な発音。

トウ「ク [tl，liku] (名)仏壇。
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トウ「シヌユー [t¥[ finuju:] (名)大晦日。 l年の最終の日の夜。おおつごもり。「歳の

夜」の義。背はトウ「シヌユー[t¥11finuju:]によくブ「ル寸マイ[中u1rぜmai](饗応。御馳

走)をやった。今は本土式になって、「年越しそば」を食べるようになった。トゥ「シ

ヌユーには家族揃ってフりいマイを食べ、静かに寝ていい夢をみるのが楽しみであっ

た。「除夜の瞳jを聞くことはなかった。夜遅くまで、起きて凧作りなどをして過ごし

た。

トウ「シビ [tt[ fibi] (名)消滅した行事。健康祈願祭か。

トウ「ジブトウパ寸ー「リ [tul d3ibutuba寸:1ri] (名)離婚。

「妻夫分かれjの義。 トゥ「ジブトゥ パーリッ寸夕「トゥー[tuld3ibutu ba:rit 'ta ItU:] 

(夫婦が離別したそうだ)。

トウ「ヌ1イムトウ [tul nu 'imutu] (名)お巌を管理している場所。分神が和られている。

そこで祈願が行なわれ、豊年祭のトウ「ドウ寸ミ [tuldu寸mi](終了、完了の行事)が行

なわれる。

トウ「ムイ寸ウーヌシ [tul mui'?umufi] (名)竹富島の種取祭に演じられている組踊名。

破座間部落の組踊の名。毎年演じられている。仇討物。その他「忠臣身替りjなども

ある。

トウ「ルツ1キ [tul ruk 'ki] (名)r取り決めjの義か。種取祭のトウ「ルツ寸キ。

トゥ「ルッ寸キ[tu'ruk'ki]の語義は、「約束jの義という。「しっかり約束せよjの意味。

野良に牛をトウ「リ寸ヒキ「リー [tul ri寸ciki'ri:]と言ったり、 トウ「ルッ「ク「ナ「ー

[tu1 ruk 'ku' na ':]と言ったりする。「牛を逃がさぬよう、しっかり縄を木に縛っておき

なさ pJという。「シュ一寸イ シエール 「マンダー シ一寸ツタンテイン タ「ナ「ド

ゥイ 「スナーッ1タ ナ「ラヌ ['fu:寸ife:ru 1 manda fi♂ttantin tal na寸duijaIsuna:t'ta 

na1ranu] (忌中でも、この種取祭はしなければならない)1シュー「イ ペーユ 「コ

ーシッ寸ティ ヤラン タ「ナ寸ドゥイヤ 「スナーッ寸タ ナ「ラヌー [1fu:寸1pe:Ju 

'ko:fit寸tijaran ta'na'duija Isuna:t'ta na1ranu:] (忌中の法事〈不祝儀の拝事〉を越

してでも種取祭はしなければならなt)) トゥルッキには、先ず余興をする人を決め、

使役(祭事に働く人)を決める。余興には、庭の芸能と神座の芸能がある。

「トウンジヌ・カン ['tund3inu-ka1J] (名)屋敷の神。「キュー「ヤ 「トゥンジヌ・カン

「ヌ ニン「ガイ ['kju:'ja 'tund3inu-kan 'nu ni1J' gai] (今日は屋敷の神様への祈願です)

「ナーッキ「ヨイ [1 na:kki'joi] (名)11月祭り。各御巌の氏子たちによって銘銘の御獄

で行なわれる。公民館側からは、グ「シハナ[gu1fihana] (御酒、初米)を供えるとい

つ。

「ナージ寸カイカン ['na:d3i寸kaikaIJ](名)伸筋部落の会館。集会場。

「ニシトータイサイ [1 nifito:taisai] (名)旧暦 6月3日、 4日に行なわれる祭記。西唐
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大祭。西唐御訟で司が一晩、夜寵りして祈願する。みずのえ(壬)の日に行われる。

「ニン寸ガ「チ [i niIJ 'gaitJi] (名)二月。

「ニンガチカザマ寸イ [i niIJgatJikadzama 'i] (名)I日暦2月頃、急に風向が変わり、時

化となること。北風が吹き荒れること。「二月風回わり」の義。「ニン寸ガチカザマイ

ヌ キー「ドゥ寸リヤー 「チューイ スナーッ寸タ ナ「ラヌ [iniIJ寸gatJikadzamainu ku 

i du 'rija: itfu:i sunat 'ta nai ranu] (二月の風回わり時化が来ているので、注忌しない

といけなt)) 

「ニントウ [i nintu] (名)年頭の挨拶。「年頭jの義か。元日の朝、家長から家族に対

して述べられる寿ぎの言葉。親族、友人間でも交わされる。「ニントウ寸 ッ「シャリ

レー[inintu寸fifarire:] (年頭の挨拶を申し上げなさ t)) 0 iパン寸ダヤー 「ニン寸トー

ツ「シャリシタ寸ー[iban'daj a: i nin寸to:fi farifita ':] (私たちは年頭の挨拶を申し上げ

た)0iハイ寸サ 「ニン寸トー ッ「シャリリヤ寸ー[ihai'sai nin 'to: fi faririja ':] (早く年

頭の挨拶を申し上げなさい)

「ニントゥ寸 ツ「シャリル ヒトゥドゥ ホ一寸ラサール「ユー[inintu' fi fariru ci tudu 

ho:'rasa:ruiju:] (年頭の挨拶を申し上げる人が多いです)

「ニンブチャー [i nimbutfa:] (名)念仏者。世襲の家で、人が死ぬと「ニンブチャーが

鐘を持参して、その家でずっと鐘を叩いた。これで村人に葬式のあることを知らせた。

葬式の時は、「ニンブチャーは最後尾に居て道道ガーンガーンと鐘を叩いた。墓の掃

除も部落の人が皆で手分けして当った。

「ネーレーカンドウル [i ne:re:kanduru] (名)種取祭を創始した神様といわれている。

「ネ「ー「レという家に祭られている。ノVナッ寸ク [hainak 'ku]村のトゥヌイムトゥは旭

氏の家である。

「ハ一寸マイ [iha: 'maI] (名)あずき(小豆)0r赤豆jの義。 12月の末頃から蒔きはじ

め、一月頃までに蒔き終えた。

「バー「リキー [iba♂口ku](連)帰った来たもの。「出戻jのこと。

トゥ「ナイヌ カン寸チェーヤ トゥ「ジブトウ ノT一寸リドゥ 「カイ寸リ「キ-，セー

[tui nainu kan 'tfe:ja tui d3ibutu ba: 'ridu ikai'riiki:'Je:] (隣家のカンチェーは夫婦離

別して帰ってきているよ。「出戻jである)

「バイ寸ヤー [ibai寸ja:](名)御暴走〈お願〉の名。

ノ、「ナッ寸クオン[hainak 'ku?oIJ] (破名城御獄)より東の方ヘ行った所にあるハ「リワ

カ[hairiwaka]という氏神といわれている。 トゥ「ヌイ寸ムトゥ [tuinui寸mutu]はア「ラ「

ヤー[?aira 'ja:]とt)う家になっていると t)う。

「ノTン寸ダーヤー 「ノfイヤーヌ オン寸ビー ッシェー[iban寸da:ja:ibaijamu ?om寸bi:

ffe:] (私たちはバイヤー御獄の氏子だよ)

8
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バ「キトウルン [baikituruIJ] (名)長方形の膳。祭杷用の供物を運ぶのに用いる。巾約

40センチ、長さ約60センチ。高さ約 5センチの長方形のお膳。祝儀や村の祭杷に必要

な供物の一式をとり揃えて運ぶのに用いる膳のこと。

「バつジャオン [iba 'd3a?oIJ] (名)御鼠の名。

ハッ「カ [hakika] (名)墓。墓地。亀甲墓。

ハッ「カユー「 ウ「ガ寸イ 「クー[hakikaju:'?Ui ga '1 iku:] (墓を拝んできなさt'~)。

ハッ「カ寸 ウ「ガ「イナードウ ノY リッ「タラー[hakika寸?uiga 'ina:du hai rit 'tara:] 

(墓を拝みに行ったのかなあ)。

バツ「夕寸イ口「二 [batita'iroii] (名)ねんねこ。[綿入れjの義。「ウヤッタラー「 パ

ツ「夕寸イロ「竺「 ツシハリヤー[i?ujattara:' batita 'iroi:' f fiharija:] (上から綿入

れ〈ねんねこ〉を着て行きなさ t¥)。

ハ「ナッ寸クヌ・トウヌイムトウ [hainak寸kunu-tunimutu](連)ノザナッ寸ク一族の信仰

する神を杷り、管理しているところ。その家。旭氏の家で和られているという。

「パフ寸キー[ipa中ぜki:](名)煙草の吸い殻を入れる竹筒。煙草盆に据え付けてある竹筒

の吸い殻入れ。「パフキナ一寸イ タ「ブ寸ヌ ブ「ケ寸ル アトー イ「リリヤ「ー

[r-paφukina:'i taibu'nuφl，{ke 'ru ?ato: ?ii ririja ':] (竹筒に煙草を吸った後の吸い殻を

入れなさ t¥)。

ハ「マウリ [hai mauri] (名)昔は、葬式のとき、葬列に参加した人は、いったん浜に

降りて海水で足を洗い、身を清めてから帰宅したという。葬式から直接帰宅しなかっ

たという。

ハ「ラ寸イシ「トウ [hai ra 'ifi itU] (名)妊婦。[字み人jの義。ノザラ寸イシトゥヌドゥ

「ヤ一寸サ ミ「ラ寸リ「チョッ寸ター[haira'ifitunudu ija:寸sa miira寸riitfot寸ta:](妊婦

「苧み人jがたくさん見えるよ)

ハ「ラ「ウン [hai ra 'UIJ] (名)妊娠する。「はらみJ(はらみ)の義。苧むこと。ノf ライ

寸ドゥ りい一[hairai'du i ru ':] (妊娠している。苧んでいる)。ノY ライ寸ドゥ 「ダ「ー

[hairai寸duida':] (妊娠しているよ。苧んでいるよ)0 iメー「ダ ノ、「ラ寸ー「ヌー

[i me: 'da hai ra 'ii nu:] (また字まない)ノ、「ラ寸ウ「スニ寸ヤツタ パ「夕寸ー 「ブ一寸シ

ヤ 「ナリドウ「ン ナッティヤー[haira'込isuni寸jatta:baita ': iφu: 'fai nari'dun 

nattijg:] (苧んだら腹が大きくなる)。パ「ナつヤランパー ノザライ「スー トウ「ナリ

ヌマイチヱー「マー ノf ラ寸ウン「ドーレ寸ー [baina 'j aramba: hai rai寸su:tuinarinu 

maitfe♂ma: haira'己nido:re ':] (私でも妊娠するのだから、隣のマイチェーマーも妊

娠するよ)。ハ「イ寸サー ハ「ラ寸イー ム「チ寸シティー 「ブァ一寸 ナ「サ-')'¥ドゥ

ナリーヤ ノザイ「サー 「ブァーユ寸 ナ「シ[ihai'sahaira寸1:muitfi'fi ti: iφa:' 

nai sa: 'hadu nari:ja ihai'sa: iφa:Ju寸naifi] (早く妊娠して子供を生んだ方がよいので、
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〈生まないといけなL、から〉早く子供を生みなさ t)) 

バ「リ寸ビル [bar ri'biru] (名)にんにく (大蒜)が発芽すること。「ピ寸ン[rpi'り](大蒜)

が発芽することを祈願することを、パ「リビルヌ・ニガイ [barribirunu-nigai] (大蒜発

芽の願t))といい、種取祭の第一 日目の行事は大蒜が発芽することを祈願する儀式と

t )う。

バ「リ寸ビルヌ・ニガイ [bar riもirunu-nigai](名)種取祭の第一日目に、大蒜の発芽を

祈願して行なわれる儀式。六時頃から始まり、第二日目はマ「ミナ[marmina](もやし)

の祈願。これを「ムイムイヌ・ニガイ [rmuimuinu-nigai] (もやしの祈願)という。

「ハンツメ [rhantsume] (名)rジ一寸キヨンギンの中に出てくる「イモ(芋)の願い」

のこと。「ノ、ンツメヌニンガイ [rhantsumenu niIJgai]ともいう。

「ピ一寸ナサン [rpi:'nasaIJ] (形)貧しい。貧乏である。「ノ一寸シ ブ「ドゥンノfーン

ヤ一寸ヌ 「ピ一寸ナサリヤ ウ「ヤッタヌ ガッコ-，イヤー ノザラ寸サルヌー[rno:， Ji 

φur dumba:Jl ja:寸nurpi:'nasarija ?urjattanu gakko:'i ja: harra'sarunu] (t)くら成長

しても、家が貧乏だから、上の学校へはやれない)

「ピー「ヌ・「カン [rpi♂nuIkaIJ] (名)火の神。篭の神様。「ピ一寸ヌ「カンンヌ寸 ニン「

ガイ [rpi: 'nurkannu' niIJr gai] (火の神への祈願、竃神の祈願)。火の神は竃の後に石

を三個安置して拝む。海の石、山の石、野原の石の三個を揃えて、その前に香炉を置

いた。子供が生まれたら鍋釜の墨、鍋墨を子供の額につけた。ム「ムッ寸チャ ヒ「キ

[murmut寸tJacirki](百歳付け)という。

「ピーヤ1チー [r pi:ja寸tJi:](名)煙草盆の火入れ。「ひばち(火鉢)Jの義か。小さな火

鉢。「ピ一寸ヤ「チ「ナー 「ピ一寸 トゥリ「クー[rpI! 'jartJi'na: r pi:' turirku:] (火鉢に

火を取って来t)) rピー「 イリレー 「アイ寸ラードゥ タ「ブ「ヤ フ「カ「イ「ルー

[rpi:' ?irire: r?ai'ra:du tarbu'jaφt[ka 'ir ru:] (火を入れなさい。そうしたらこそ煙草

は吹かれる〈吸われる))。

ヒ「カ寸シマーシ [ci rka寸Jima:Ji](名)あやすこと。「なだめすかすjの義。「ナーサン

ヨー「シ ヒ「カ寸シマーシ シリヤー[rna:saJljo:'Jicirka'Jima:Ji Jirijg:] (泣かさぬよ

う、あやしなさ t)) 

ヒ「カ寸ナウン [ci rka 'naulJ] (動)育てる。養う。養育する。「ビ寸ドーンファーヤ ヒ「

カ寸ナイヤッサ ダ「ルー[rbi'do:。φa:jacirka'naijassa darru:] (男の子は育てやすt))。

「コー「ネーヤ 「デージッ寸ティ ヒ「カ寸ナイヤッサーン[rko:'ne:jarde:d3it'ti 

c{ka 'naijassa:IJ] (男児は育てやすt)) 

ヒ「キダチ [ci rkidatJi] (名)朔日。月の第一日。「月立Jの義。「ザ一寸トゥク

[r dza:寸tl，_lku](床の神)を拝む目。旧暦のヒ「キタチと「ジュ-，ゴニチ[rd3U:寸gonitJi]

(十五日。月の半ばの日)に床の神を拝む。
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ヒ「ク寸イ [ci iku可(名)種取祭の余興のリハーサル。試演会。舞台総稽古。竹富島の

種取祭は、本番の三目前の日に行なわれる。「仕組みjの義より転じたもの。

「キュー寸ヤ ヒ「クイ「トゥー[ikju:'jaciikul itU:] (今日は試演会だそうだ)0iキュー

「ヤ ヒ「クイ シルンテー「ラー[ikju:'ja c{kul: Iirunte: 'ra:] (今日はリノ、ーサルを

するよ)

ヒ「トゥダ-， [ciituda:] (名)ひとだま(人魂)。ヒ「トゥダーヌドゥ 1 夕「チトゥー

[ciituda:nudu寸 taitJitu!] (人魂が立っそうだよ)。

ヒッ「トウ寸・ナン「カ [cititu'-na1)ika] (名)第一七日忌。フ「夕寸・ナン「カ [φuita'-

na1)ika] (第二七日忌)0iミ一寸・ナンカ [imi♂-na1)ka] (第三七日忌)0iユ一寸・ナ

ンカ [i ju:寸-na1)ka](第四七日忌)。イ「チ寸・ナンカ [?iitJi'-na1)ka] (第五七日忌)。

「ンーナンカ [i n:-na1)ka] (第六七日忌)0iシンジュ寸クー [i Iind3u 'km] (四十九日

忌Liヒャ一寸ク・ニ「チー [icm寸ku-niitJi:](第百日忌)。ユ「ヌリャー [jui nurja:] 

(一年忌)などの法事がある。

「ヒャ一寸クニ「チー [i ca: 'kuniitIi:] (名)百日忌。人が死亡して後、百日目に当る命日

にとり行われる法事。

「ピヤチ [i pijatJi] (名)ひばち(火鉢)。陶器に灰を入れて炭火などをおこし、体を温

めるのに用いた一種の暖房器具。

「ビュー「イ [i pju: 'i] (名)ひより。(日和)。よい天候。よい日。神事や仏事をとり行

うのに適した日。

「キュー「ヤー・「ジョ一寸トヌ ビューイデン ナッ「ティ寸ヤー [ikjm寸ja: i d3o:t' 

tonu pju:iden nati ti'jg:] (今日は、いい日になった)。

「ヒ。ューイ トゥリー [ipju:I turi:] (ひよりをとる。占って良い日を決める。日選りす

る)。

ピ「ル寸ユル [piiru'juru] (名)凧揚げに用いる糸。細い糸。芭蕉の上皮のウッ「カ寸バシ

ヤ [?ukika 'baIa] (糸芭蕉の上皮の繊維)を母親にねだって貰い、学校の休み時間

などを利用して、それを木の枝につるし、経りあげて作った細い縄。こより。

「ピン寸 [ipi寸1)](名)にんにく(大蒜)。にんにく(大蒜)やもやしは、発芽する時期

を自ら知っているとjいう。軒につるしておいても時がくれば水だけで、自然に発芽

するからという。ピンは生命力が強く、畑に肥料を入れなくても育つといわれ、七回

草取りさえすれば完全に立派な実ができるという。

ツ「サ寸 カイヨー [Si sa' kaijo:] (草刈りが大切)。

「ピンガン [i pi1)ga1)] (名)彼岸。春分・秋分の日。各家で先祖供養を行なう。仏事の

一種。「ピンガン「ムチ [i pi1)gam 'mutIi] (彼岸餅)を作り、御重にカマボコ、煮物
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などを詰めて供える。

「ピン寸ガンヌ・ム「チャ- [， piIJ 'gannu-mu'tJa:] (連)彼岸祭の際に作る餅。小さく握

って作った餅。中にグ「マ [gu' ma] (胡麻)の館や麦の簡を入れて作った。

「ファームリ「・ウ「タ [，φa:mun寸ー?u'ta](名)子守り歌。「ファームリ「ウタ ヒカシッ

ティー 「ヌノすサードゥ ヘゴサラ ジョ一寸トーニ ヌンビヤー 「ブアームリ寸ウタ

アンジ ヒカシュー [，中a:mun寸utacikaJiti: 'numbasa:du he:gosara d30:'to:ni 

numbija: '中a:muri'uta?and3i cikaJe:] (子守り歌を聞かせて寝かすと、よく寝るから、

子守り歌をうたって聞かせなさ~'¥)。

「フイ [，φui] (名)ひえ(稗)。イネ科の植物。種子は三角形の細い粒で食用となる。

荒地にもよく生育するので、団地のない所で栽培された。「ブイヌ寸・ムチ[，φuinu'-

mutJi] (稗で、作った餅)。

「フイヌ寸・ムチ [，φumu寸-mutJi](名)稗の餅。稗の実を煮て作った餅。

「プイ [， pui] (名)豊年祭。旧暦6月13日-14日(新暦7月10日・ 11日)に行われる神行

事。竹富島では、豊年祭は他島のように派手にはしないと~'¥う。六ヶ所のお獄(お願)

の司と氏子が決まっているから、氏子がお獄を支えている。部落の役職員が六ヶ所の

お巌を拝殿すると氏子は彼らを持て成す。ミ「チウタ [mi'tJiuta] (道歌)を歌って

役職の人たちが来ると氏子らが出迎えて接待する。それで一 日目は終わる。 二 日目は

トゥ「ヌ寸イムトゥでトウ「ドウ「ミ [tu' du 'mi] (終了、完了の行事)を行なう。「テ一

寸ドゥンヌ プイヤー 「テ一寸ドゥンナーヤー 「ンーチヌオン寸ヌ アリーッティ

ンーチヌオン寸ヌ ヒ「カサヌ「 オリッティ マ「タ ウヌ ンーチヌ「 ヒ「カサヌ 「

オン寸ピヌドゥ マ「タ ソレゾレ ンーチヌ オン寸ヌ 「オン寸ビヌ オリッティド

ウ 「オン寸ビサーニ「ドゥ ト寸ーッティ 「オン寸ユ ムッ「チー プイ寸ナーッキュー

ヨイ 「シー「ル「ユー 「プイ「ヤヤー 「キューヌ寸 ル「ク寸ガツヌ 「ジュー寸サンニチ

ノ、ラ 「ジュー寸ヨッカス ミ「ジヌヒヌ寸 トウ「ラトゥ ウー「ヌ ヒーサーニドゥ 「

シールユ-， アイテイ 「ナーイチャーヤ「 トゥ「ヌイムトウナ一寸イ トゥ「ドゥミ

ヌ「 ニ「ガイ寸ドゥ 「シーティ-， ウ「ワリルユー。

「フ_ [，φu:] (名)えんぎ(縁起Lr果報jの義。シ「トウ寸ーティー 「ビドーヌ オ

ー「リッスヤー 「トート寸ー 「ブ一寸ヌ 「アン寸メー [Ji'tu'I1i: 'bi:do:nu ?O:'rissuj;;J: 

'to:to ': 'φu:'nu '?am寸me:](朝、男の人が来られたからさあさあ、えんぎ〈縁起〉

がいいぞ。(果報があるぞ))0 'ミー「ドーヤ シ「トゥ「ーティ 「ットゥヌ ヤー「

イ 「ノ、ツ寸トゥ キ「ラーリドゥ ウリーヤ「ミ-，ドーヤ ヒ「トゥヌ ヤ一寸イ ハ

ン「ナ(女は朝、他人の家ヘ行くのは嫌われているから、女は他人の家ヘ行くな)と

言われていた。

フ「カンギ [φlJ'kaIJgi] (名)えんぎ餅の一種。十五夜の日に作る。米の粉に、「ブイ
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[中ui](稗)で作った餅を入れて作った餅。

「ジュン寸グヤヌ ム「チャつートウ ブ「カン「ギトゥヤメー 「ジュン寸グヤヌ ノミシュ

ヌ 「ピ一寸ヌ マイヤッ「夕「ナー カ「ザルムヌデン ナッ寸ティヤー

[rd3UI)'gujanu murtfa': tu φl!rkal)'gitujame: rd3UI)'gujanu bafunu rpi:'nu 

maijatrta寸na:kar dzarumunuden nat 'tij~:] (十五夜の餅とフカンギは、もう、十五夜

のときの火の神に供えるものだったよ)。

ブ「ガ「リ「ノーリ [bur ga 'rir no:ri] (名)r疲れなおしjの義。慰労会。畑仕事などの後

に飲食すること。

ブ「ガ「リノーリヌ グ「シ「 カミ「リ [bur ga 'rino:ri nu gur fi' kamir ri] (疲れなおし

のお泊を項戴しなさ t))。ブ「ガ寸リ「ノーリ「 シラー [bur ga 'rir no:ri fira:] (慰労会

をしよう)。

フ「タ・寸ナン「カ [φずta-'nal)rka] (名)二七日忌。人が死亡して後、第二週目の命日

に行われる法事。

フ「トウイ [φt(tai] (名)ほとけ(仏)。仏像。

フ「トゥイ「 ウ「ガイヤ寸ー [φurtui寸?urgaija':](仏様を拝みなさ p)。フ「トゥイ寸

ウガ「イー [φずtui' ?ugari:] (仏様を拝め)。

フ「トゥイ寸 ナ「リ「ドウ 「ナッティ寸ヤー [φurtui' nar ri'du r natti寸ja:]( (死者が何

年もたって〉仏になっているよ)。

フ「ドゥンブン [φur dumbul)] (動)成長する。体が育つ。

「タンカークッ「カサーニ 「カンデイ寸 フ「ドゥンビッタチョッ「ター [rtal)ka:kuk寸

kasa:ni rkandi寸 φur dumbittatfot寸ta:](誕生日が来るうちにこんなに成長したよ)。

フ「ドゥンパヌチョツ寸タ [φurdumbanutfot'ta:] (成長しなp)。ブ「ドゥンバードウ

ウイヌ ガッコー「イン ノザヤーサ寸リドゥ 「ラー[φurdumba:du ?uinu gakko♂11) 

harja:sa'ridurra:] ( {成長したらば上級学校へも行かせるのだぞ)。ブ「ドゥンバナ「

一 [φur dumbana ':] (成長しなさいよ)。

フ「ル寸マイ [φurru'mai] (名)大晦日の夕方、元旦の朝にいただく御馳走。お座敷で

いただく御馳走。「振る舞pJの義か。戦前は組を作って豚をつぶし、分け合って塩

漬けにし、保存して正月の御馳走に使った。残りは冬期を通して塩漬の豚肉を少量ず

つ切り取って食した。「ション「ガチフルマイ [rfoぜgatifiφurumai](正月御馳走)

は待ち遠しいものであ った。

「ブンガシャヌ寸パー [rbul)gafanu'pa:] (名)くわずいもの葉。「ブンガシャ

[rbul)gafa] (くわずいも)お盆の三日目の「送りJ(精霊送り)の日に、仏壇に供え

た供物のお初を少量ずつ取り入れて包み、先祖霊の土産とするのに用いた植物の葉。

ク「トゥシヌ ショー「ローヤ「ブジニ寸 ツ「カシャイ ミッカカン ヒコサラ「 ッ「
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カ「ナリオリ ミーハイ「ユー「 マタ 「エン「ヌ 「ショーロ一寸ヌ ブッ「カ寸ナイヤー

ヌーサラ 「ガン寸ジュ シーオーリティ ブァーマーユー ミ「マ寸モーリトー「リ 「

トゥーサヌ カルイ ナ一寸サヌ カルイ カ「ルイ寸シキオー「リー(今年の精霊(お

盆)は無事に家に案内され、 三 日間養われ、孝養されていただき、ありがとうござい

ます。また来年のお盆の養いはず、っと健康(頑丈)であられて、子や孫を見守って下

さい。遠方からの嘉例、長さの嘉例をお祈り下さ~))と唱えて精霊送りをすると~)う。

「ボ一寸レダーリ [rbo: 'reda:ri] (連)よかったねえ。「ボ-，レダーリ ン「マサル「ーヌ

「ヤ一寸サ ッ「コーレスヌ寸シェー [rbo♂reda:ri mrmasaru':nu rja:'sa 

krko:resunu寸Je:](よかったねえ、おいしいものをたくさん作つであるねえ)。

「マーシュ寸ウサイ [rma:Ju寸?usai](名)床の間に供える塩。塩の盛りつけ。シりいマ

ーシュ 「カイ寸マーシュ 「カイ「マーシュ カザレー[Jirru寸ma:Jurkai寸ma:Ju rkai寸

ma:Ju kadzare:] (白い塩、美しい塩を供えさ~))。ク「トゥシャー ミードゥシヌ シ

ョン「ガチユ ンカイ マ「ター ヤー「ニンジュ キ「ナイニンジュ「 夕「ビナ「ブルー

「ブァ一寸ヌメーン 「ケ一寸ラヌ 「ケンコー アリー「ヒティ ク「ヌ イチネンジュー

ヤ イー「クトゥワT一寸イ 「アルカシ「トー「リー [kl.[ tuJij a: mi:duJinu J OIJ寸gatJiju

IJkai marta ja:寸nind3ukir nainind3u寸tarbina 'buru: rφa: 'nu me:IJ rke:寸ranurkeIJko: 

?ari: 'citi: kur nu ?itJinend3u:ja ?i: 'kuturba: 'i r?arukaJi'to:r ri:] (今年は新年の正月を

迎え、また家族、家内の皆、旅にいる子供たちも、みんな健康であって、この一年中

は善いことばかりあらしめて下さ L￥)と祈願する。その後に「マーシュ寸ウサイをいた

だいた。

「マーッタ [rma:tta] (名)桶の上に十字に組んだ台木で、石臼を載せるのに用いるも

の。豆腐や餅を作る際に大型の桶の上に 「マーッタ [rma:tta]を阪め、その上に石

臼を載せて、一晩水に漬けた大豆や精米を娠くのに用いた。

「マ寸ー「リヤ [r ma ，:r rja] (名)毛盤。鞠。昔はソテツ(蘇鉄)の花(毛状のもの)で

鞠を作った。 rタイ寸ワンハラドゥ グ「ム寸マーリャヌ 「キ一寸シェー

[rtai'waIJbaradu gur mu寸ma:rjanurki♂Je:] (台湾からゴム鞠は来たのだ)。正月には

女の子は道で越つきをして遊んだ。

「マクシャハリ [r makuJabari] (名)種取祭の舞台余興の行われる三日前にその作業が

行われる。「テント張りjのこと。「幕舎張りJの義か。昔は タ「ルッキ [tar rukki] 

(垂木)、 トゥ「マー[turma:](苫)、すすき(薄)、船の帆などを拠出して、張った。

材料はすべて割当て制であった。縄も割り当てた。

マ「ジュ寸ーヌ [mar d3U ':nu] (名)ゅうれい幽霊(化け物Lr金物(まじもの)Jの義。

災厄が人に及ぶようになる霊。魔物のこと。 マ「ジューヌヌ キ「ドゥ ウリーヤ

ウナー 「サン寸ユー ユイウ「キー [mar d3u:nunu ki'du ?uri:ja ?una: r saJ1 'ju 
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juiu'ki:] (悪霊(まじもの)が来ているから、そこに魔除けのサンを結っておきなさ

p)。ヤ「ナ マジューノ) [ja'na mad3u:no:] (他人を罵って、「悪霊ものめ!Jと

~ ~う)。

マ「夕「ダビ [ma'ta 'dabi] (名)洗骨すること。一度埋葬し、 3年または7年目に洗骨す

る。埋葬した骨を取り出してきれいに洗い、骨瓶に納めて亀甲墓lこ納める。現在は火

葬にする人が多い。

マ「ミナ [ma'mina] (名)もやし。ク「マ寸イ [ku'ma'i] (緑豆)を原料として作られ

る。立粒を水に浸して発芽させたもの。白色で食用に利用される。「ムイムイ

['muimui] (もやし)ともいう。

マ「ミン寸ドー [ma' min 'do:] (名)道路の名。河上家の前の十字路のこと。昔は十五夜

の日に、そこで綱引きの行事が行われた。「サン寸ケー [， saIJ 'ke:] (桟敷)を設けて

部落の長老や司たちが座し、綱引きの行事を参観したところ。綱引きは、東と西に分

かれて引いた。

マ「リルン [ma' riruIJ] (動)生れる。子供が生れる。「ブァー「ヌドゥ マ「リシター

[，φa:'nudu ma'rifita:] (子供が生れた)，メ一寸ダ マ「ルヌー [， me: 'da ma' runu:] 

(まだ生れなp)、マ「リル ブァ _1ヤー ッ「シェ一寸ドゥ マリ「ラー [ma' riru 

φa: Ijg: f' fe:寸dumari' ra:] (生れる子は、女の子が生れるねL'コ一寸ネーヌ マリス

二ヤッター 「ヨイ「 シ「ルン「ティ ウイッカサーニドゥ 「コ一寸ネーヤ マルナー

ッ「シェ一寸ヌ マリ「チョツ寸ター ['ko: Ine :nu marisunij att a: 'j oi' si' run It i 

?ukkaisa:nidu 'ko:寸ne:jamanuna: f' f e♂nudu mari'tfot'ta:] (男児が生れたら祝いを

しようと思っていたのに男児は生れずに、女児が生れたよ)。

「マン寸サン [， man IsaIJ] (名)満産、出産祝い。「キュ _1ヤー 「マンサンヨイ ティ寸

ラー 「アイ「ティ 「ナーヤ ノーツ寸ティドゥ ヒ「ケーリヤ「ー 「ノ、一寸ウジヌドゥ

メーヤー マッ「チュ一寸ティドウ ヒケー「ル一寸 ガッ「コ一寸ヌナーヤー 「シンユー

ティドゥ寸 ヒ「ケールー ['kju:'jg:'mansanjoi tei'ra: '?ai寸ti'na:ja no:Ctidu 

ci'ke:口jal
: 'ha:寸ud3inudume:jg:mat'tfu:寸tiducike:'ru:寸gak'ko♂nuna:Jg: 

'fiJlju:tidu' ci'ke:ru:] (今日は出産祝いだそうだね。それで、名前は何とつけた?先

祖様の名(童名)は、マッチュ(松)とつけました。学校の名は親雄とつけました)。

「ミ一寸・ナンカ [， mi: 'naIJka] (名)三七日忌。人が死亡して後、 三週自の命日にとり

行われる法事。

ミ「ジヌハチ [mi' d3inuhatfi] (名)若水。「水の初」の義。正月の元日の朝、若水で洗

顔すると長寿になるといわれていた。

ミ「ジヌハチユ_1 フニ「クー [mi' d3inu hatfiju♂φuni'ku:] (水の初〈若水〉を汲

んできなさ p)。最初に若水を汲むとき、未明に家を出て、井戸の中に小石を三個投

噌
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げ入れ、水の神を起こし、その後に水を汲んだと t¥う。この習俗は大正期ごろまであ

ったという。

ミ「シャ寸ク [miiJa寸ku](名)御識で神前に供える泊。どぶろく (濁酒)。米を一晩水に

漬けてふやかし、石臼で娠き、発酵させて作った。昔は健康で若い女性が米を噛んで、

出したものを発酵させて作ったという。歯を塩できれいに廃かせて米を噛ませたとい

つ。

ミ「ジンゴイ [mii d3iIJgoiJ (名)水肥。豚舎から出る汚水を肥料として用いるもの。

ミ「チ「ンザシ [miitJi'ndzaJi] (名) I道出しjの義。新生児が生れて1週間たつと祖母

が新生児を抱いて、弓の矢と 「カーヌピー [ka:nupI!] (古着を裂いて絢った縄につ

けた火。「皮の火Jの義か)をつけて、親類門中を回り、先祖を拝ませる儀式。ク「ニ

ンブ， [kui nimbu] (九年母。シークヮーサー)の小枝、弓矢、「カーヌピーを持っ

て親類門中を回る。

「ミッ「カミー [i mik'kami:] (名)葬式後三 日目に墓参りして死者の名を呼ぶ儀式。死

者の復活を祈って、その名前を大声で呼ぶという。墓前に水を供え、供物を供えて名

前を呼ぶ。
おき

「ムイジル [i muid3iru] (名)消し炭。まきの煩を消した炭。「ムイジルユ一寸 トゥリ

ーカ「クン「グシーウ「キー [imuid3iruju:' turi: kaikulJ寸guJi: ?uiki] (消し炭

を取って格護しておきなさい。大切に保存しておきなさい)0 iムイジルユ一寸 トゥ

リー カ「クン寸グ シー ウカードゥ ア「トゥーラ「ン ヒ「カーイリヤ寸ー

[imuid3iruju:' turI: k<)ikulJ寸guJi: ?uka:du ?aitu: 'ralJ ci ika:rija ':] (消し炭を取って

保存しておくと、後からでも使えるよ)。

「ムイムイヌ・ニガイ [i muimuinu-nigai] (名)もやしの祈願。種取祭の第2日目に行わ

れる儀式。「ムイムイ [imuimui] (もやし)は一般的に。ク「マ寸イ [kuima寸i](緑豆)

で生産された。

ム「ク1ー「ジャ [muiku寸:id3a] (婿)。花婿。ム「ク寸ブー「ジャ [muiku'争u:id3a](婿)

とも L、う。

ク「ヌ ヒトゥドゥー ノすナ寸ー ムッ「クユー [kui nu cit udu: bana ': mukikuju:] 

(この人が私の婿です)。

ム「チ [muitJi] (名)もち(餅)。精米を一晩水に漬け、石臼で娠き、布袋に入れて水

分を切ったものを成形して芭蕉の葉で包み、蒸箆に入れて蒸しあげたもの。祝儀や法

事などに応じた形や色の餅を作った。

ム「チ寸ドウ「トゥー [muitJi寸duitu:](連)妊娠している人。妊婦。 トゥ「ナイヌ 1 カ

「メ寸ーヤー ムチドウツ「トゥー [tui nainu' kai me ':ja: muitJi'dutitu:] (隣のカメ

さんは妊娠している)。パッ「夕「ヌドゥ 「メ一寸ダ ミ「ラ寸ルン「チョー

つ白。δ



[batita'nudu ime:'da miira'runitfo:] (おなか〈腹〉がまだ見えないんだよ。「妊

娠の徴候がまだ見られないんだよjの意)。ハ「イ寸サー ム「チ寸シティ 「ブァー ナ

サー「ノ、ドゥ ナ「ルー [ih旬、a:muitfi寸f!ti:iφa: nasa♂hadu nai ru:] (早く妊娠

して子供を生まないといけなt))。

ムッ「コガヨイ [mukikogajoi] (名)婿通い。戦前までは、 最初の子供は妻の里で出産

した。新生児がある程度発育した後(約 6ヶ月後)、吉日を選んで夫の家に連れて行

った。その問、婿は妻の実家に通い、妻の家の農業や家業を手伝った。旧暦12月の大

晦日の晩は日を選ぶ必要がないといわれていた。

ム「ヌクヤー [mui nukuja:] (名)iもの乞t)Jの義。 乞食。竹富島には乞食はいなかっ

た。ハ「 タラナーッ寸ター ム「ヌ「クヤ 一 ナルン「ドー [haitarana:t寸ta: 

muinu'kuja: narunido:] (働かないと乞食になるぞ)。

ム「ムッ寸チャヒキ [muimut寸tfaciki:](名)i百歳付けjの義。 新生児の額に鍋墨 を付

け、火の神に百歳の長寿を祈願すること(儀式)。新生児の祖母が付けた。

ム「ルン [mui rU1J] (名)もろみ(穆)。醸造する前の酒のもと。麹を発酵させてアルコ

ール分を発生させた液体で、酒粕の混在した状態のもの。ルムンを酸造用の鍋に入れ

て加熱し、蒸気を冷却器に通して酒を作った。

「ムン寸ヌ・「ヨイ [imun'nu_ijoi] (連)麦の収穫後の祝い。昔は麦の収穫が終る4月頃

にあったが、 今は行われていない。消滅した行事の一つ。

「メーツ「カナイ [ime:k寸kanai](副)はっきりと、ノく「夕「ー 「メ ーヒ「カナイ ミ「ラ寸

イ「ドウ寸ン ナッティヤー [baita ': i me:ci'kanai mii ra 'ii du 'n nattijd:] (腹がはっ

きりと〈大きくなって〉見られるようになったよ。「妊娠したことがはっきりとわか

るようになったjの意Liメーッ「カナイ [i me:k 'kanai] とも発音される。

「ヤ-'キナイ [i ja: 'kinai] (名)所帯。世帯。「ヤ-，キナイ ム「夕寸スンティドウ 「ア

寸イラー [i ja: 'kinai muita 'suntidu i?a 'ira:] (所帯を持たせようと〈独立させよう〉

している)。

キ「ナイ寸 ム「夕寸スン「テ「イラー [kii nai寸muita'sun ite 'ira:] (所帯を持たせよう

としてt)る)。

「ヤーヌ寸ナー [ija:nu'na:] (連)家の名。童名。先祖の名(長男は直系の祖父の名を、

長女は直系の祖母の名をもらってつける風習)をつける命名。ガッ「コ一寸ヌ・ナー

[gakiko:寸nu-na:](学校の名)、(戸籍上の名。明治になって戸籍が作られるようにな

り、その戸籍に記載された名前。 学校などの公的機関で用いられた名前)の対。「カ

一寸力不ヌ マ「チュ寸ダー [ika: 'ka lnu mai tfu寸da:] (河上家の松さん)のように

呼ばれた。童名で呼ばれると親しみを感じると t)う。

「ヤー「ムトウ [i ja: 'mutu] (名)実家。里。「家元」の義か。生れた家のこと。分家よ

つdoo 



りみた「本家jのこと。「バー「イ ウ「マ寸ドウ 「ヤ一寸ムトウ「ユー [iba:-'i 

?uima-'du ija:-'mutu ijU:] (私はここが実家〈家元、里〉です)。

「ヤ一寸ムトゥヤー [ija♂mutuja:] (本家)。

ヤ「ク [jaiku] (名)ゃく(厄)。

ヤ「クバレードウ寸 シー「トゥー [jaikubare:du -， Ji:itu:] (厄払いをするそうだ)。

ヤ「ク「バレーヌ ニンガイ「トゥー [j aiku -'bare: n u寸niIJgaiitu:] (厄払いの祈願だ

そうだ)。

ヤ「ナ「ウヌ [jaina百nu](名)悪霊。「悪者」の義。ヤ「ナ寸ウヌヌ 「クツ寸ター ナ「ラ

ン寸パー 「サン1ユー ユイウ「キー [jaina-'ununu ikut寸ta: nairam寸ba: isaJl寸ju:

juiuiki:] (悪霊が来るといけないから、魔除けのサンを結っておきなさ p)。

ヤマ [jama] (名)お獄。神を杷つである所。竹富島には 「ムー「ヤマ [imu:-'jama] 

(六箇所のお巌があり、それぞれ氏子によって支えられている)。

「ユー「・ナンカ [iju:-'naIJka] (名)四七日忌。人が死亡して後、第四週目の命日にと

り行われる法事。

「ユー「ニンガイ [i ju: -'niIJgai] (名)新暦5月17日、旧暦では4月18日一19日の二日間行

われる。四月大祭。

「ユーミ・ハラ寸スン [i ju:mi-hara -'SUIJ] (連)嫁がせる。嫁に行かせる。 ミ「ドウ寸ナ

ーヌ ファーユ 「ユーミ ハラ寸スンテーラー [mii du寸na:nuφa:juiju:mi 

hara -'sunte:ra:] (女の子〈娘〉を嫁に行かせる〈嫁がせる))。

「ユ一寸ンカイ [ijU:可kai](名) 1世迎えjの義。毎年旧暦8月8日に決って行われる。

「ユ--， [ju:] (1世」豊年満作の年の意)。ム「ヌックイ [muinukkui] (1もの作りJ、農

作物の意)が豊で、豊鏡である年を迎える祈願のこと。

ユ「ヌ「ク [jui nu -'ku] (名)麦焦がし。麦を:旬、り焦がして石臼で娠き、粉にしたものに

黒糖を削って混ぜたもの。茶うけ、おやつに用いた。水で練って食べたりした。

ユ「ヌク寸・ムチ [juinuku-'-mutJi] (名)ユヌク餅。ユ「ヌ寸クムチェー 「マ寸ー「スー

日uinu-'kumutJe:ima-':ism] (麦焦がしを銘にした餅は美昧である)。麦を妙り焦がし

て黒糖を削り、混ぜたものを飽にして作った餅。ユ「ヌク寸アン[juinuku寸?aIJ](ユヌ

ク館)を入れた餅。

ユ「ヌリヤ [jui nurja寸](名)一周忌。人が死んで、満一年目の命日に営む法事。一回忌。

ユ「ヌ寸リャヌ 「キシ寸ター [jui nu -'rjanu ikiJi寸ta:](一周忌がやってきた)。

「ユ「ミ [i ju寸mi](名)嫁。息子の妻。ク「ヌ寸シ「トーパナ寸ー ジ「ナンヌ ユ「ミ「

ユー [kuinu-' Jiito: bana寸:d3ii nanu ju寸miiju:](この人は、私の二男の嫁です)。

「ヨーヨムチ [i jo:jo:mutJi] (名)米を煎って、それを石臼で破いて粉にし、シ「ノ

Uiino] (簡)でふるって黒糖を加え、担ねて作った菓子。美昧であった。
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「リュ一寸カチラ [rrju:'katfira] (名)西部落のシンボルである旗頭のこと。「充竜j

(登り竜)を象ったデザインの旗頭。旧暦8月15日の十五夜に行われる綱引きの行事の

際に マ「ミン「ドー(道路名)に集まった。

「ンー・ナンカ [r n: 'na1]ka] (名)六七日忌。人が死亡して後、第六週目の命日にとり

行われる法事。

「ン寸ヌ「ダーッキー [r n 'nur da:kki:] (名)イモと精米の粉を煮てこねた食べ物。

アッ「コン寸ナーユ 「ノfースヌヨ一寸シ りすーシシティ寸 ムッ「チマイヌク一寸ユ イ「

リシティ ディ一寸リーテイ カイー ム「ローヌドゥ ン1ヌ「ダーキッ「ティ アン

ズヨーン ナル「ユー ム「カ寸シェーメー 「クヌ シマ寸ー ドゥ「シ寸ー ムッ「チマ

イヌ ネーン寸ムヌ ヤリッティ キ「ザレー タイ寸ガイ メー 「ン寸ヌムチットウ

「ン「ヌ「ダーッキトウ「サーニドウ 「シエールヨ寸ーニ ナル「ユー [?akrkon 'na:ju 

rba:sunujo:'fi rba:fiti♂ mutrtfimainu ku♂j u ?ir rifiti: di♂riti kaI! mur ro:nudu 

n 'nur da:kit寸ti?andzujom narurju: murka'fe:me: rkunufima寸: dur fi': mutrtfimainu 

ne:m'munu jaritti: kirdzare: tai'gai me: rn'numutfitu rn'nurda:kkitu'samidu 

rfe:rujo'mi narurju:] (イモを炊いて精米の粉を入れてこねて、こう盛ったのが、ン

ヌダーキと言う 。昔はもう、この島はそれほど精米がなかったので、祭には大概イモ

餅とンヌダーッキとでやったようになっている)。

「ンー「ヌムチ [rn♂numutfi:] (名) t)も餅。いもを揺り、柏の葉で包んでセイロに入

れ、 蒸 して作ったいも餅。

ム「カ「シャー 「マイヌー ネン寸ムヌ ヤリッティ 「タイ寸ガイヌ キ「ザロー ンー

ヌ「ムチドゥ シェルヨニ ナリ「ユー ンーヌ「ムチッテュ ノヤー 「ンー「ユドゥ

「サンガナサーニ スイ「シティドゥ カッ「チャン「ヌ 「ノf一寸ナー イ「リッティ ン

寸ブ「シッ寸ティ 「アンガルッ寸トゥー トウ「リ「ヤーシー ウ「リ寸ドゥメー 「ン寸ーヌ

ムチ [murkぜfija:r mainu: nem寸munujaritti: rtai寸gainukir dzaro: n: 'numutfidu 

ferujomi narir ju: n: 'numutfittjunoja: r n:寸judur sa1]ganasa:ni sui'fitidu: katrtfan寸nu

r pa: 'na: ?ir ritti m寸bur fit寸ti:r?a1]garut 'tu: tur ri'ja:fi: ?ur ridu寸me:rn♂numutfi] (昔

は米がなかったので、大概の祭記は、イモ餅でやったようになっている。イモ餅とい

うのは、イモを揺りがねで揺って柏の葉に入れて、蒸して、蒸しあがると取り出して、

それをイモ餅という)。

ン「パースン [?mrba:su1]] (動)ひ寺っくりさせる。驚かす。ヤ「ナ マジューノー「 ヒ

「トゥ ンパーシ [jarna mad3uino:寸cirtu?mba:fi] (あの野郎! ひとを驚かし

て!)。

ン「マサ)v'ーヌー [mrmasaru寸inu:](名)ごちそう(御馳走Liおいしいものjの義。

ン「マサル寸ーヌドウ 「ヤ一寸サ ッ「クレースヌ「シェー [mrmasaru'inudu rja:'sa 

F
「
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kikure:sunu寸fe:](おいしいものをたくさん作つであるよ。「うまいものJo)。

一一分野(9 )遊戯一一

「アー「ネ「トントン [i?a:'neitontoIJ] (名)かたぐるま(肩車)。人を両肩に跨らせて

かつぐ(担ぐ)こと。

「ア一寸ネ「トントン寸 シラー [i?a:寸neitontoIJ寸fira:](肩車をしよう)。

ア「スビドーラ [?ai subido:ra] (名)遊び友達。遊び同士。遊び仲間。

ムッ「カ「シヌ ア「スビドーラデン ナッ「ティヤー [mukika寸finu?ai subido:raden 

nat 'tija:] (昔の遊び仲間ですよ)。

ア「スビドーラ [?ai subido:ra] (名)遊び友達。

ア「スビドーラデン ナッ寸ティヤー [?ai subido:raden nat寸tija:](遊び仲間、友達に

なっているよ)。ム「カ「シヌ ア「スビドーラデータ ナッ寸ティヤー [muika 'finu 

旬、ubido:rade:tanat 'tija:] (昔の遊び友達であったよ)。パヤー ムッ「カ寸シヌ ア「

スビドーラデッタ ラ「ラー [baja: mukika 'finu ?ai subido:radetta rai ra:] (我々 は

昔の遊び友達だったねえ)。

ア「スブン [?ai subuIJ] (動)遊び。

「コ一寸ナーイ ア「スブナ [iko♂na:i ?ai subuna] (ここで遊ぶな)。カー「ナ一寸イ

アスベー [ka:ina:寸i?asube:] (あそこで遊べ)。タ「ロ-，ン ア「スブシト ゥヌ ブ

ラナーッ寸ティー 「ヲータン寸チヤー ドゥ アスピーダー [tairo:'IJ ?aisubu 

fi tunu bura na:t寸ti:i wo:tan 'tfa:du ?asubi:da:] (誰も遊ぶ人がいないので、 貴方一人

で遊んでいるのか)0iヲ「ー [iWO':] (貴方)0iブァ一寸ナーヌ メーヌドゥ ア「ス

ビスヌ寸シェー [iφa: 'na:nu memudu ?ai subisunu寸fe:](子供たちが遊んでいる)。マ

「ジョ 一寸ン ア「スビタッテ1ラー [maid3o:可 ?aisubitatte 'ra:] (一緒に遊びたp)。

マ「ジョー「ン ア「スバディ寸ー [maid3o:'IJ ?aisubadi':] (一緒に遊ぼうよ)0iパン「

ダーヤー パ「ショー「サーニヤー ア「スパヌー [iban寸da:ja bai fo:寸sa:nIJa

?ar subanu:] (私達は君たちとは遊ばなL、)。バ「シャ 一寸 ア「スブスニ1ヤッター ノす「

ヌ寸ン ア「スブン [bai fa:' ?ai subusuni' jatta: bai nu 'IJ ?ai subuIJ] (君たちが遊ぶな

ら私も遊ぶ)0 rワー [rwa:] (あなた)。パ「シャー [bai fa:] (君たち)。バ「ノー

[barno:] (僕たち)。パ「ヌ [bai nu] (私)。ノVナーヤ [bai na:ja] (私は-)。ア「ス

イタツ寸タ- ?ai suitat 'ta:] (遊びたかったら)。

ア「バ [?aiba] (名)魚名。オニオコゼ。体長は約20センチ。グロテスクな形態をして

おり、背びれに毒のある針を有している。保護色を持ち、岩と見誤って踏み、刺され

-86-



ることがある。刺されると激痛を伴う。この毒 も「シュ「イキ [rJu寸iki](モンパ)の

葉を抱いて当て、 毒消しに用いた。

ア「バ [?arba] (名)魚名。オニオコゼ。体長は約20センチ。グロテスクな形態をして

おり、背びれに毒のある針を有している。保護色を持ち、岩と見誤って踏み、刺され

ることがある。刺されると激痛を伴う。この毒も「シュ寸イキ [rJu寸iki](モンノ¥)の

葉を掃いて当て、毒消しに用いた。

ア「ヨー [?ar jo:] (名)凧の一種。凧の名の一。たけひご(竹畿)を十字形に結び、そ

れに紙を張りつけただけで揚げる凧のこと。

ア「ヨー「ユンタ [?ar jo:寸junta](名)古謡の一つ。ア「ヨー [?ar jo:]ともいう。種取祭

のときなどに歌われる。

「アンカンカー [r?aIJkaIJka:] (名)けんか(喧嘩)0rアン「カン「カ一寸 シッター ナ「

ラン寸スン「ガ寸ー [r?aIJ 'kaIJrka:' Jitta: nar ran寸SUIJrga ':] (喧嘩をしたらいけないよ)。

ク「ヌ ファー ヤ メ寸ー カ「ーリドゥ ウリヤー アン寸カン「カー「 シ-)レンド

ウ「ラー [kurnuφa:jame': kar:ridu ?urija: r?aIJ'k旬、a:寸Ji:rundurra:] (この子は

少し変わっているから喧嘩するよ)0rアン寸カン「カー スーナー [r?aIJ正旬、a:

su:na:] (喧嘩するな)0rアンカンカー「 シー 「デージ「デッタ「ラー [r?aIJ kaIJka:' 

Ji: r de:d3i寸dettarra:] (喧嘩をして大変だったよ)。

イ「ジナッ寸力一 [?ir d3inak 'ka:] (副)一生懸命に。ア「スイタッ「ター イ「ジナッ寸カ

ー ア「スベー [7ar suitat寸ta:?ir d3inak寸kaげがsube:](遊びたかったら一生懸命遊び、

なさ L、)。

イ「ジユツ「サー [?ir d3US 'sa:] (名)r魚草jの義。その草を掃いて汁をしぼり、海中に

入れて魚、が浮き上がってくるのを漁獲するのに用いる草。

イ「シュシ [7ir JuJi] (名)潮干狩り。

「キュ寸ヤヤー 「シュ一寸ヌドゥ ン「デシュッ「ティヤー イ「シュシナ ハラ「ディー

[rkju寸jaja:r Ju: 'nudu nr diJut寸tija:?ir JuJina hara寸di:](今日は潮が干くから潮干狩り

に行こうよ)。

「ウ一一ン [?u:匂](動)泳ぐ。

「ウ寸イヤー [r?u寸ija:](泳ぎなさ p)。

「キュ寸ヤヤー ア「ツア寸リヤー 「ウ寸イティ 「クー [rkju 'jaja: ?artsa 'rija:マu寸iti

rku:] (今日は暑L功、ら泳いでこ p)。マ「ジョーン ウ寸イナ ノゾラ「ディー

[mard3o:り?u'ina har ra寸di:](一緒に泳ぎに行こう)。ア「ササル ドゥン寸ナーユ ウ「

ミ [?ar sasarudun 'na:ju ?ur mi] U美t'¥所でI永げ)0rパン寸ダーヤ 「キュ「ヤー 「オ

寸ー「ヌ [rban 'da:ja rkju寸ja:r?o寸:rnu](私は今日は泳がなt)) 0 rノ、ィ寸サー 「ウ-，

イヤー [rhai'sa: r?u♂lja:] (J早く?永げよ)0 rオン寸パー 「ウ「ー「ナ [r?om寸ba:

ワ
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r?u寸:rna，](君は泳ぐな)0 rウーマ「ディー [r?u:ma寸di:](泳ごうよ)0 rワー ウー「

ー「スニ寸ヤッター ノす「ヌ 1ン ウー「ーン [rwa: ?u:'irsuni'jatta: barnu寸1)r?u:ri1)] 

(君が泳ぐなら僕も泳ぐ)0 rウー「ワン [r?u: 'wa1)] (泳t)でもー)0 rウ寸ー シトー

[r?u'iIito:] (泳ぐ人一)。

ウ「ーゾー [?u守dzoi'](名)t)Pだこ(飯蛸)。体長約25センチ程の小型の蛸。これは、

イ「ジュツ寸サの汁で、酔ってもすぐ元気になる。他の魚類に比して酔いより醒めるのが

早いとPう。

ウ「ディ寸カイ [?ur di'kai] (名) r腕かけJの義。腕相撲。 ウ「ディ「 カイ「ラ

[?ur di' kair ra] (腕相撲をしよう)。

ウ「ディ寸ボー [?ur diも0:](名)竹富島の種取祭に奉納される仲筋部落婦人会が演じる

郷土芸能。 rミー「ドーヌ ウ「ディ寸ボ_ [r mi: 'domu ?ur di寸bo:](女性の腕棒踊り)

という。庭の芸能。

ウトン [?ut01)] (動)うたう(歌う)。

ウ「夕寸 イ「ジェー「ニー [?urta' ?ir d3e:r ni:] (歌を歌ってごらん)0rワ寸ー 「アン「

デ「クイ寸ヌ アリーヤ 「ワ一寸 ウター 「メ一寸 シュトゥシュートウ イ「ジェ寸

ー 「ニー [rwa': r?an'de rkui'nu ?ari:ja rwa': ?uta: rme♂ Il)tuIu:tu ?ir d3e ': r ni:] 

(君はあんなに声があるから、君の歌をもう一度歌ってごらん)。マ「ジョーン寸 ウ「

タ イジャー [mard30:ザ ?urta?id3a:] (一緒に歌おう)。ウター イ「ジャルヌ

[?uta: ?ir d3arunu] (歌は歌えな t)) 0 rバン「ダーヤー ウター イ「ジャヌー

[rban寸da:ja:?uta: ?ir d3anu:] (私は歌を歌わなt))。ウター イ「ジャディ 1ー [?uta: 

?ir d3adi':] (歌を歌おうよLrタードゥ イジリヤ「ー [rta:du ?id3irija':] (誰が歌

っているか)0rワ寸ー ウ「トース「ニヤッター ノす「ヌ「ン ウトンドウ「ラー [rwa': 

?urtO!su'nijatta: barnu'1) ?utondu rra:] (君が歌うなら私も歌うよ)0rノ一寸シ ウタ

ーン 「ジョージェ一寸 ナ「ラ「ルヌ 「チョツ寸ター [r no: 'Ii ?uta:n r d30:d3e:' 

narra'runu rtIot寸ta:](t)くら歌っても上手になれなt)) 0 rハイ寸サ ウ「タイヤー

[rhai'sa ?urtaija:] (早く歌えよ)。

「オーヌ寸・マーイ [r?omu '-ma!I] (連)このあたり。この辺。

「オーヌ 1 マーイヌ 「ファ_，ナーヌ 「タイショー寸デーッタ ナッティヤー

[r?omu '-ma!Inu rφa: 'na:nu r taiJ 0♂de:tta nattija:] (この辺の子供の大将であったよ)。

「オンダー [r?on寸da:](名)海水浴。(石垣方言からの借用語か?) 0 rオンダ一寸 シレ

ー [r?o:da♂Iire:] (海水浴をしなさ t))。

カツ「キ [kakrki] (名)かけごと(賭事)。

カッ「キ寸 シルン「ダ寸ー[kakrki'Iirunr da ':] (かけごと〈賭事〉をする)。カッ「キ寸

サーニ マ「キタチョツ寸ター[kakrki'samimarkitatIot'ta:] (賭事で負けてしまった)。
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カツ「キ [kakrki] (名)ゆびきり(指切り)。

カッ「キ一寸 シ「ラー[kakrki♂Jirra:] (指切りをしよう)。

カ「ブヤナー [karbujana:] (名)凧の一種。

ク「ジ [kur d3i] (名)くじ(銭)。

ク「ジ「 ヒ「クッカ「サーニドゥ ア「タリチョッ寸ター[kurd3ii ci rkukka寸sa:nidu

?ar taritJ ot寸ta:](畿をヲIt )たところ、当っているよ)。ク「ジ寸 ヒ「クッタ一寸ドゥ ア

「タリチョツ寸ター[kurd3ii ci rkutta♂du ?artaritJotita:] (畿をヲIt )たところ、当って

t)るよ)。

ク「トウ [kl{tU] (名)こと(琴)。

ク「トウ寸 ヒカ「イー[k1，(tuicika寸:](琴を弾きなさ t))。ク「トウ寸 ヒケードゥ ウ「

ムッ「サ「チョーッ寸タ[k1{tuicike:du ?urmusisartJo:tita] (琴を弾いたので、おもし

ろかったよ)。ク「トウ寸ヤー 「キュー「ヤ ヒ「キッターネー「ヌ[k1;(tuija: rkju:寸jaci 

rkitta:ne:r nu] (琴は、今日は弾きたくなt))。

ク「マ [kurma] (名)こま(独楽)。

ク「マ「 マーシェー[kurma i ma:Je:] (こまを回しなさ t))。

グ「ル寸ートウツカイ [gur ru:tukk'ai] (名)桜貝を集めて、 一掴み手の甲に乗せて上に

投げあげ、その聞に片手で手のひらを広げて落下する貝を受け、その数を競う遊び。

女児の遊び。グ「ル寸ートゥ [gurruiitu]，ま「貝の名J。ツカイ [kk'ai]は「掴みjの意であ

ろうとのごと。グついートゥ ヒカイ「ヤ寸ー[gurruiitucikairjai:] (貝取り遊びをし

よう)

「ゲーッサ [r ge:ssa] (名)遊びの一種。

サ「ビ [sarbi] (名)じゃんけん(石拳)。

サ「ビ寸 シ「ラ[sarbi寸Jirra] (じゃんけんをしようよ)。 男児のサビは、親指と人差指

(食指)と小指でやった。親指は一差指に勝ち、 一差指は小指に勝つルールである。

シー" シー!!と声を出しながら指を出して勝負を決めたという 。勝った者は負けた者

の子を打って遊ぶ。女児は、グ一、チョキ、パーで遊んだという。親指は鶏で小指は

虫の意であったという。

「サンシン [r salJJilJ] (名)三味線。

「サンシンユ寸 ヒッ「キオー「リヤー[rsaIJJiJ1ju寸cikrkio: irij a:] (三味線を弾きなされ)。

ジャ「ヒ「サンシン[d3arciisaIJJiIJ] (蛇皮三味線)。シ「ブパイ [Jirbubai](和紙を芭蕉の

渋で、張った三昧線)などがあった。

シ「トネーマントネー [f(tone:mantone:] (名)片足とび。

シ「ト寸ネー「マントネ一寸 シラ「ディ寸ー[Iir to ine:r mantone♂Jirar dii:] (片足飛びを

しようよ)。道路に直径約1.5メートルの円をかき、その中で片足を後方に折り曲げ、
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片手でそれをつかみ、片足飛びをして相手に体当りして円の外に相手を押し出す遊び。

シ「ブバイ [firbubai] (名)三味線の一種。胴を和紙と芭蕉の渋で、張った三味線。あま

り鳴らなか った。にしきヘび(錦蛇)の皮で胴を張ったジャ「ヒ「サンシン

[d3ar ci寸salJfilJ]より劣る。

シ「ミ「ダンコ [fir miidalJko] (名)ツルソパの葉 (石垣のー上に這っている)の新芽の部

分を取ってカ「チャヌパー[kartfanupa:] (芭蕉の葉)に少々塩を入れて包み、重石を

かけておいて漬物代りにして食べる遊び。女児の遊びであ った。シ「一寸ダンコ

[fir子dalJko]とも発音される。時々シ「ビ「タンゴ[firbiidaIJko]とも発音され、 r-ifIな発

音ではシ「ミ 1ダンコとなり、シ「イ寸ダンコ[fir:idalJko]ともなる。

「シャク [r faku] (名) I尺jの義か。凧あげする際、風を受けて浮揚させるために風の

流れに対する凧の角度を決める糸の長さ o f クダーヌ「 シャ「ク「ヤ 「ジョ ー「トー

ニ アトウ「ナッ寸ター トウ「ノfヌドゥ「ラー [krk'uda:nu寸 farkuijar d30:寸to:ni

?aturnat寸ta:turbanudur ra:] (凧の尺糸は上手に当てないと〈決めないと〉飛ばない

よ)。

ジャ「ヒ寸サンシン [d3ar ciisalJfilJ] (名)蛇皮三味線。胴を蛇の皮で、張って作った三昧

線。

「シュ寸イキ [r fu iiki] (名)海岸に生えており、その幹で水中眼鏡を作るに用いた。(モ

ンパの木)。その葉を掃いて毒魚に刺された患部に当て、包帯しておき、汁に砂糖を

加えて少し飲むと、 30分程で痛 みがとれたという。ヤ「一寸トゥイジョ「 ー

[jar:itu?id30守]という 魚の毒針に刺されたときの解毒法である。

シュ「パヤ [furbaja] (名)しばい(芝居)。

「キュ寸ヤー イ「ナシナ「ー シュりすヤヌ キー「ドゥッティヤー シュりすヤー ミ「

ナティドゥ ノV ロー[rkju寸ja:?ir nafina寸:furbajanu ki:iduttija: furbaja: miinatidu 

har ro:] (今日は石垣島に芝居が来ているので、芝居を見に行く)。昔は竹富島にも芝

居の巡業が来たという。大正の末頃、沖縄から巡業に来て、瓦葺きの大きな家を借り、

興行したという 。

シュ「ム [furmu] (名)相撲。 角力。

シュ「ム トウ「リ[furmu tur ri] (相撲をとれ)rシューヌドゥ シュ一寸サ「チョッ 1タ

-[r fu:nudu fu:isartfot'ta:] (相撲が強t))。

ジ「ラパ [d3ir raba] (名)古謡の一つ。流暢な曲。曲の流れがやや遅.い。

「ジントウリ [d3inturi] (名)陣取り遊び。地面に碁盤目の線を引き、相対して陣を構

え、ジャンケンをしておはじき(御弾き)を弾t)て碁盤目に入れながら領地を増して

いく遊び。

ス「ヌ寸フクダ [surnuiφlJkuda:] (名)角凧。三角形の凧。ス「ヌ ツ寸クダー[surnukik'uda:] 
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とも発音される(丁寧でない普通の会話での発音の際に現われる)。

ス「ル [sui ru] (名)つる(弦)。三味線の弦。「ミ一寸ジル[imi: 'd3iru] (細い弦。女弦)、

「ウー「スソレ[i?U:'dzuru] (太い弦。雄弦)、ナ「カ寸ズル[naika'dzuru] (中弦。中間の弦)

の三弦がある。

「ソー [i so:] (名)三味線の梓。三味線の胴の部分から上方に弦を張った部分。

「タイ「ク [itai'ku] (名)たいこ(太鼓)。

「タイ寸ク ウ「チー[itai'ku?uitJi:] (太鼓を打ちなさい)0iウ一寸ダイ「ク[i?U♂daiiku]

(大太鼓、大きな太鼓)、「ク ーダイ「ク[iku:dai'ku](小太鼓)がある。

「タインマ [itaimma] (名)たけうま(竹馬)0iタインマ寸ナー 「ヌーリ寸シティー

ア「スウッタラ「ー ム「カ「シェー[itaimma寸na:i nu:ri'Ji ti: ?ai suuttara ': muika寸Je:]

(竹馬に乗って遊んだよ、 昔は)0 i ドゥ一寸サーニドゥ 「タインマ「 ッ「クリッ「ティ

ー 「アンネ寸 ア「スブタナッ寸ティヤー[idu:'sa:niduitaimma寸kikurit'ti: i?anne寸

?aisubutanat'tija:] (自分で竹馬 を作ってあんなに遊んだよ)0 iナッ「ティヤー

[inat'tija:] (-よ。終助詞)。

タ「ビヒキヤ [taibicikja] (名)はまゅう(浜木綿)の表皮を剥ぎ、内皮のビニール状

の部分を利用して、その中に蛍を入れて遊んだ。提灯にして遊んだ。浜木綿の皮は「

イーヤチー[i?i:jatJi:](おにぎり)の皿にも使った。

タ「ナー [tai na:] (名)木の上に棚をかけてそれに上って遊ぶもの。 夏の暑い時によく

棚の上で遊んだ。

ティ「マ [tii ma] (名) 手間賃。 子間代。小遣い。ティ「マ「 ピードゥリーヤ 「トウ

ーサタッ寸ティン 「ヒーッテイ クー[tiima寸pi:duri:jaitu:satat寸tiIJi叫:ttiku:] (手

間賃をやるから、速くても行って来t'~)。

ツ「クダー [kik'uda:] (名)たこ(凧)。

ツ「クダー ハリティー ソン寸ガチェーヤ ツ「クダー ノ、リティドゥ寸 ダン「テイ寸

トウ「パスタナッ寸ティヤー[kik'uda:hariti: SOIJ寸gatJe:jakik'uda: haritidu寸 daniti'

tuibasutanat'tija:] (凧を張って、正月には凧を張って飛ばしたよ)。ツ「クダー

[<T'Fkuda:] (凧)とも発音 される。ゆっくり、丁寧に発音すると 7iクダーとなる傾向

が認められる。フ「クダー トゥパサデイ寸ー[約ikuda:tubasadi':] (凧を飛ばそうよ)。

「デーッタナッテイ「ヤー[ide:ttanatti寸ja:](連)-であったよ。 rdu . jatte . natte . ja:J 

の縮約形か。「ーぞ・であって・なている・よjの義か。

トウ「ド一寸リ[tuido: 'ri] (副)大きく 負けること。大欠損をすること。大いに。大分に。

したかなこと。

トゥ「ド一寸リ ッサー[tuido: 'ri ssa:] (大打撃を受けた。大欠損をした。大いに負け

た)。
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ナ「夕寸ーツ「ティヌ寸・ナカ一[narta寸:trtinu'-naka:] (連)あの二人の仲は、ナ「タ-，ツ「

ティヌ寸 ナカー 「デージッ寸ティ 「カイ寸サダ「ルー[narta寸:trtinu'naka: r de:d3it寸ti

rkai'sadar rm] (あの二人の仲は大変よい。大変にきれいだ)。

ナ「ワ寸トビ、[narwa'tobi](名)なわとび(縄飛び)。

「ナン寸ガシャー[rnaIJ 'gaJa:] (名)なぞなぞ(謎謎)0 rナン寸ガ「シャ一寸 シー アスパ「

ディ寸ー[rnaIJ 'gar Ja:寸JI!?asubar di':] (なぞなぞをして遊ぼうよ)。例、「ジー「ヌ 「

ジ一寸マガリャーヤ 「ノーラー[rd3I! 'nu r d3i♂magarja:ja r no:ra:] (字の曲ったのは

何か)。

「ニン寸ギヨ「ナー[rniぜgjorna:](名)にんぎょう(人形)。

「ニンブチャー[rnibutJa:] (名)念仏者。竹富島の念仏者は代々世襲制であったという。

前浜家がその職を担当したという。その後新本家に移ったという。

「ヌッサ一寸・ヌッサー[rnussa♂-nussa:](副)温温と。「ヌッサ一寸 ヌッサーシ ティ「

ダ一寸 フ「ヌイ [rnussa♂nussa:Jitir da♂φur nui] (温温と太陽に当って温まりなさ l))。

バ「ショーサーニ[barJo!sami] (連)君たちと。パ「ショーサーニヤ一寸 ア「スパヌー

[barJo:samija:' ?arsubanm] (君たちとは遊ばなl)) rビ「ドー 「ター「イドゥ ア「ス

パ-[rbi'do: rta:寸idu ?ar suba:] (男の子とだけ遊ぶ)。

ヒ「クン[c(kuIJ](動)ひく(弾く)。

「パン寸ダーヤ 「キュー寸ヤ ヒッ「カヌー[rban'da:ja rkjm寸jacikrk'anm] (私は、今

日は弾かない)0rキュー寸ヤ ヒ「キッターネー「ヌ [rkjm'ja c(kittame:r nu] (今日は

弾きたくなl))。ヒッ「キハジーシター[cikrkihad3i:Jita:] (弾きはじめた)。ヒッ「クシ

トゥヌドゥ寸 ブ「ラーンシェ -[cPrkuJitunudu' burra:IJJe:] (弾く人がいない)、「ワ

一寸 ヒッ「クスニ寸ヤッター 「ノすヌン寸 ヒクン[rwa:' cikrkusuni寸jatta:rbanuIJ寸

cikuIJ] (君が弾いたら私も弾く)。

「ピョーダイ[rpjmdai] (名)笛。

「ピョーダイ寸 ブ「キ「ルヌヤッティー アン「ネー ウーッ寸サ 「スヌ寸シェー

[r pjmdai'φずki'runujattI! ?anr ne: ?u:s 'sa r sunu寸Je:](笛を吹いているので、あんな

におもしろいよ)。 トウ「パ寸ルマーヤ 「ピョーダイヌ ヘ一寸ヤードウ 「ウーッ寸サ「

ルー[turba'ruma:ja r pjmdainu he:寸ja:dur?u:s寸sarru:] (トウノ，;レマ節は笛の音が入っ

た方がおもしろL￥)。

「ピョ一寸レーゴッ「ト[rpjo:'re:gotrto](名)かくれんぼ(隠れん坊)。ジャンケンで鬼

を決め、他は隠れて見つけられぬようにする。それを鬼が探し出し、最初に見つけら

れた者が次の鬼となる遊び。

「ピョ一寸レーゴッ「ト「 シラ-[rpjo:寸re:gotrto'Jira:] (隠れん坊をしようよ)。

「ブ、ー「サー[rbu:'sa:] (名)じゃんけん(石拳)。沖縄から入ってきた遊びかという。グ

っ“QJ
 



一、チョキ、パーで勝負する遊び。

ブ「サ寸フニ[bursa'φuni](名)尾骨。凧の尾の部分の骨。「マ一寸ブニ[rma♂φuni](前骨)

よりやや短かめにし、凧の形状が逆台形になるように作った。尾骨の両端に糸を結ん

で尺を当てて流し、凧が回転しないように安定させた。

フ「ジ‘[φurd3i] (名)おみくじ(御神銭)。つかさ(司、神女)が神意を知るため、神前

で祈願をした後に、盤上や皿の上に米粒を並べて吉区を占うこと。

ブ「ジ寸 ヒケー「ニ[φurd3i'cike:rni] (畿を引きなさ t)) 0 rマイシジサーニ寸 ブ「ジ寸

ヒケー「ニ[rmaifid3isa:ni寸φurd3i' ci ke:r ni] (米粒で畿をヲIt )てごらん)。ブ「ジ寸 ヒ

クッカサーニドウ 「イ一寸 ブジヌドウ 「トーライ寸ル 「ユー[φurd3i' ci kukkasa:nidu 

r?i:'中ud3irto:rai' rurju:] (畿をヲIt )たら、いい畿をいただいたのです)。

ブ「ドウイ・シールン[burdui-Ji:ruIJ] (連)踊る。踊りする。ブ「ドゥイ シレー[burdui 

Jire:] (踊りをしなさい。踊れ)、ブ「ドゥレ寸ー[burdure ':] (踊れ)。ブ「ドゥイドゥ

シーラ寸ー[burduidu Ji:ra ':] (~雨をしているのか。 E面っているのか)。ク「ヌ ドゥン寸

ナーヤー ブ「ドゥイ スーナ寸ー[kurnudun寸na:jabur dui su:na寸:](ここでは踊るな)。

ブ「ドゥリタダ「ルー [burduritadarru:] (踊りたt))、ブ「ドゥイつ シタダ「ルー

[burdui' Jirtadarru:] (踊りたt))、ブ「ドゥイ シール シトゥヌ ドウ寸ブ「ラーヌ

[bur dui Ji:ru' J(tunudu寸burra:nu] (踊りする人がいない)0rワ一寸 ブ「ドゥイ シ

ースッ寸ター ノVヌ寸 ン ブ「ドゥイ シールン[rwa♂ burdui Ji:sut寸ta:barnu寸m

bur dui Ji:ruIJ] (君が踊ったら私も踊る)ウ「ーッ寸サ ブ「ドゥラリタチョッ「ター

[?ur:s'sa burdurarita tJot'ta:] (大変おもしろく踊ることができた。踊れた)ウ「ーッ

寸サ ブ「ドゥイ シーツ寸ター 「ケー「ラーラ フ「ミラリ寸シター[?ur:s'saburdui 

Ji:t 'ta: rke: 'ra:raφur mirari'Ji ta:] (上手に踊ったので皆から誉められた)

「マーフニ[rma:やuni](名)凧の頭部の大きな骨。ブ「サ寸フニ[bursa寸中uni](尾骨)より

やや長めにし、完成後に糸で弓状に曲げ、その糸(弦に当たる部)に細長い、うすい

油紙を張って風に当てて鳴らした。

「マーリヤ[rma:rja] (名)まり(鞠、強)。ソテツの花(毛状のもの)を集めて日干しに

し、水分を除去して軽くする。それを糸(麻糸)で巻いて作った。「ノ、ナ寸マー「リャ

[rhana寸ma:rrja](留の表皮に花の刺繍を施したもの)というのもあった。

ミ「ズフキャ[mirdzuφukja](名)水鉄砲。

「ミッチンク.ヤー[rmittJiIJguja:] (名)女の子の隠れん坊。女児が母親の冬用の厚手の着

物をもってきて、二班に分かれ、 1班は家の中にいて着物を被って隠れる。門の外に

出ていた二班の子供が着物の中に隠れている子供を触りながら名前を当てる遊び。

「見つけくらべjの義か。

「ミュ寸ーヌ[rmju寸:nu](名)r見ものjの義。見世物。「ミュ寸ーヌ デッタラ_ rキュ

つJQ
d
 



一寸ヤー 「デージッ 1ティー 「ウーッ寸サル 「ミュ寸ーヌドウ 「ミッ寸ティ 「クッ寸タ

「ルー [imju寸:nudettara: ikju:'ja ide:d3it'ti i?U:S寸saruimju':nudu imit寸ti

ikut寸tairu:] (見世物であった。今日は、大変おもしろい見世物を見て来たよ)

「ムー「ヤイ[imu:寸jai](名)もやt'¥(催合)、たのもしこう(頼母子講)。無尽講。「ムー

「ヤイヌ ク「ジ寸 ヒ「クッタ一寸ドウ ノミ「ヌ寸ナー ア「タリシェー [imu:寸Jalnu

kui d3i寸弘、utta:寸dubai nu 'na: ?aitariJe:] (頼母子の畿を引いたら、私に当っている

よ)。

「メ一寸シュトゥシュートウ [ime: 'flJtufu:tu] (連)もう 一度。「ワ一寸 ウター 「メ一寸

シュトゥシュートゥ イ「ジェ寸ー「ニー[iwa:'?uta: ime:'fl}tufiI:tu ?iid3e':ini:] (君

の歌をもう一度歌ってごらん)0 iキュー寸ヤ ブ「ガ寸リドゥリャー ウター イ「ジャ

リオーサネー「ヌ 1 ノす「ショーホ_，イ イジョー「リ [ikju:寸jabui ga 'ri durja: ?uta: 

?ii d3ario:sane:i nu寸baif o:ho: 'i ?id3o:i ri] (今日は疲れているから歌は歌えない。あ

なた方で歌いなされ)。

「ヤーッ寸タフ「ニ[ija:t 'taφui ni] (名)凧の横骨。凧の頭骨より尾骨ヘわたす細い竹ひご。

薄く、細めに削って作った。

ヤ「一寸トウイジョ「ー[jai:寸tu?id30i:](名)魚名。毒針を有し、刺されると激痛を伴な

う。きれいな魚。刺されたら、「シュイ寸キ[ifui寸ki](もんぱ)の木の葉をt鳥t'¥て浮を

患部に当て、汁に砂糖を混ぜて飲んだという。 30分ほどで痛みがとれたという。ウ「

リン寸 ツ「ソ 一寸イシター メー 「ト寸ーッテイ 「ティー寸ヤ 「ブツ寸クイ シードゥ

ナッ「テイ寸ヤー[?uirin' Si so: 'iJita: me: ito ':tti iti: 'ja i puk 'kui fi:du natiti'ja:] (そ

れに刺されると手はもう腫れてしまうよ)。

ヤ「ナイジ[jainaid3i] (名)いじめ。悪くいう。悪し様に叱る。

ウ「ヌ ファーヤ寸 シ「トゥユ一寸 夕、「ーッ「ティ ヤ「ナイジ「 シルンドゥ「ラー

[?uinuφa:ja寸fiituju♂dai:t寸ti j ai naid3i寸firundui ra:] (あの子は人をいじめるぞ)。

「ヤンダリ「ク「ナ[ij andari'kui na] (名)かけっこ(競走)0 iヤンダリ寸ク「ナ寸 シラ「デ

イ寸ー[ijandari'kui na寸firaidi':] (かけっこしよう)。

「ヤンダリ寸ク「ナ 1 シ ッテ ィー 「ノすー「ドゥ カ「チッ寸タナッ「ティ寸ヤー

[i jandaぜkuina寸fitti:iba:寸dukaitfit寸tanatiti寸ja:](かけっこして、私が勝った)。

「ユングトウ[ijUIJgutu] (名)古謡の一つ。主に教言JII的な内容をもっという 。

「ユン寸タ[ijun'ta] (名)古謡の一つ。曲の流れがやや早い。田畑の耕作時に歌った労働

歌とされている。

「ヨイサ[ijoisa] (名)ぶらんこ。鰍鱈。二本の綱を木の枝に吊り下げて横木に結わえ、

それに乗って前後にこぎ揺らせて遊ぶ遊具。
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「ヨイサ クイつヤー['joisakui'ja:] (ぶらんこを漕ぎなさ t))。

「ヲータン寸チャー[Iwo:tan寸tJa:](連)君一人。「ヲータン寸チヤードゥ アスビーダー

[Iwo:tan寸tJa:du ?asubi:da:] (貴方一一人で遊んでいるのか)0Iノ、ィ寸サ ア「スビッテ

ィー ハイ「サ 「カイ寸リクー「ナ寸-['hai'sa ?al subitti: hai'sa 'kai'riku: I na ':] (早く

遊んで、早く帰ってきなさいよ)。ア「スブドウン寸ナー カ「ナイ寸ドゥ ッスヌシェ

ー[?alsubudun 'na: ka' nai'du ssunuJ e:] (遊ぶ所が整っている。一揃っている。~十

分にある)。

ン「タフ、ン[n'tabuIJ](動)もて遊ぶ。弄ぶ。玩ぶ。いじる(弄る)。ン「夕寸イ ブジ「ル

ン[n1ta'iφud3i' rUIJ] (t)じる。いじくる(弄くる))0Iティー寸ヤ ユ「グリドゥ ウリ

「ヤー ン「夕寸ブ「ナ[Iti:'jajU1 guridu ?uri寸ja:n Ita 'bu I na] (子は汚れているから弄る

な)。マ「ジョ一寸ン ン「タパ「ディー[mald3O: 'n n'taba 'di:] (一緒にいじろう)。ン「

タ「ブ シトゥドゥ ブ「ランノすー「 ナ「ラヌ寸 クレー[n1ta寸buJi tudu bu' ramba:寸

na1ranu' kure:] (t)じる人がいないので、これは出来なt))。ン「夕「ブ「タッ寸テイン

タ「ロー「ン イ「ジュットー ネー「ヌ [n1ta寸bu'tat寸tinta1rO:'IJ ?i'd3utto: ne:1nu] (t) 

じっても誰も叱る人はいなt)) 0 Iワ一寸 ン「夕「ブ「スニ寸ヤッター パ「ヌ寸ン ン「タ

ブン[Iwa:'n1ta寸bu'suni'jatta: ba' nu寸nn'tabuIJ] (君がいじったら僕もいじる)。ン「

タ，)'¥ン[n1ta寸baIJ](t)じっても-)0 Iノ、ィ寸サ ン「夕「ビ「ヤ寸ー['hai寸san1ta 'bi' ja ':] 

(早くいじりなさ p)。
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